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昔話　　とある魔女と王子の話












＜　１　＞






　予想外に長引いた戦闘のせいで、随分帰るのが遅くなってしまった。

　すっかり闇夜になってしまった街道を騎士の一団が馬で駆けていた。

　その先頭を走るのは、綺麗な金髪の青年だった。優しげな風貌だが、その表情は僅かに苦い。

　王族の所領と隣の侯爵領の境である西の森に魔獣が現れて領民に被害が出ているという訴えを聞き、騎士団一個小隊が討伐に打って出た。その指揮を執ったのが、第一騎士団に所属する彼、レオナルド・ヴァルタル・レンストランドだ。

　侯爵領と王領の両方に足を踏み入れるのにいちいち許可を得る面倒を顔パスでクリアできるレオナルドが同行することは、この討伐には必須だった。

　明るいうちに討伐を完了し、森を発てるはずだったのに、思いがけず大きな営巣を見つけてしまい、掃討するのに予定外の時間が掛かった。おかげでこの時間だ。

　幸い団員は一人も欠けることなく帰路についている。怪我人も戦闘終了時に同行した魔術師によって完治している。ただ疲れているだけだ。ああ、腹も減ったな。

　そんなコトをつらつら思いながら馬を走らせていると、不意に目の端で遠目に火柱を見た。次いで、どぉん！　いう重低音の腹に響く音。

「何事だ!?」

　思わず馬の手綱を引いて止まると、火柱の方を見遣る。少し離れた小高い丘の上が燃えていた。真っ黒い空に紅の炎が立ち上り、そこに建っている建物の黒いシルエットを浮かび上がらせていた。

「火事か!?」

　一緒に止まった他の騎士たちもざわつく。

　レオナルドの隣に馬を付けた彼の副官であるルーカス・イェスタ・カルネウスが、難しいカオをしていた。

「おかしいですね、あの館は数年前から廃墟で無人のはずですが」

　すると、他の団員も言い出した。

「そういえば、近くの村で、この近くで乱暴な流れ者が溜まって困っているって話を聞きました。もしかしてあそこが溜まり場だったんですかね？」

「だったらあそこに人がいるってことか!?」

　ぎょっとしたレオナルドが馬の首を巡らせて走らせようとしたところをカルネウスが止める。

「待ってください、行くんですか!?　流れ者ですよ！」

「当たり前だろう！　流れ者だろうがならず者だろうが、我が国の国民だ！　悪人なら助けてから捕まえる！」

「承知しました。全員じゃなくていいですね。半分ついてこい！　残りは先に行け！　レオナルド様は、」

「行くに決まってるだろう！」

「ですよね。やれやれ、先に帰ってくれればいいのに。怪我人がいても手は出さないでくださいね」

「出さんでどうする！　俺は何しに行くんだ！」

「職務以外で怪我されたら困ります」

　カルネウスの指示で隊が分かれてそれぞれ馬を走らせる。

　先行した騎士が館に上がる道を見つけ、先導して館に辿り着いた。

　館は既に半ば崩れていて、元々石造りだったからか燃えるものも少なかったのだろう、炎は既にだいぶ鎮火しつつあるようだ。初めの爆発のような音はなんだったのか。

　邸内を確認するため、馬から降りて中に足を踏み入れる。熱気が熱いが耐えられないほどではない。

　窓はすべてガラスが割れ、燃えそうな装飾やカーテンなどもすべて無いか燃えていて、見る影もない邸内を手分けして駆け回るが誰もいない。

　邸宅のつくりはどれもそれほど違うわけではない。一階のサロンにあたる辺りの部屋に踏み込んだ誰かが声を上げた。

「レオナルド様！　いました！　……けど、これは……っ！」

　駆けつけたレオナルドとカルネウスが部屋に踏み込む。そして、思わずその光景に足を止めた。






　血の海だった。






　何人いたのだろう。ソレは既にヒトの形を成していなかったからよく判らない。

　複数のヒトだっただろうモノたちが人間の所業と思えない力によって惨殺され、原型を留めていないほどにザクザクにぶった切られ、あるいは真っ黒に炭化して転がっていた。何故それが複数のヒトだと判ったかといえば、いくつもの頭部が血の海に浸って転がっていたからだ。

　誰がどう見ても凄惨な大量惨殺事件の現場だった。

　後から駆けつけた騎士たちが、あまりの光景に言葉を失う。年若い者は口を押さえてえづきだした。

　レオナルドはこみ上げる吐き気を必死に耐えながらそれでもその部屋を見まわす。ナニがどうしてこんな状態になっているのかが知りたかった。

　村人たちが言っていた流れ者たちの仲間割れなのか、しかし、ではこの火事はなんなのか。

　意を決して部屋の奥へと歩き出したレオナルドを慌ててカルネウスが追い越して先に立つ。なるべく残骸や血を踏まないように気を付けながら足を進めたカルネウスが先に気付いた。

「人が……！」

　人が倒れていた。身体にどこも欠損の見られない様子の、小柄な身体。子供？

　駆け寄ってみれば、その姿にまた足が止まった。

　それは、たぶん少女だった。ひどく痩せぎすの、小柄の少女。

　そしてその少女は、……裸だった。

　僅かな服の残骸が腕にまといついているが、ほぼ全裸のその顔や身体は暴力を振るわれたとみられる痕がいくつもあり、そしてその身体には明らかな凌辱の痕が見て取れた。

　あまりにも酷い姿が痛まし過ぎて、男二人はカオを強張らせる。

　死んでいるかのように動かないその身体に、カルネウスが自分の上着を脱いで被せると首筋に手を当て、口元に手をやってからレオナルドを見上げる。

「生きてます……！」

　言われた瞬間にレオナルドが少女を抱き起こした。

「レオナルド様！　俺が！」

「いい！　俺が連れて行く！　他に生きている女性がいないか皆に探させろ！」

「はい！」

　駆け出しながら察していた。おそらくこの少女は、ここに住み着いた流れ者たちに嬲り者にされた被害者であろう。どこかからさらわれてきたのだろうか。

　ならば親兄弟や知り合いがこの娘を探しているのではないだろうか。

　だが、抱えた少女は異常なほどに軽い。ちゃんとまともな食生活をしているのかと心配になる。

　こんな目に遭ってしまった不幸は如何ともしがたいが、それでも目を覚ましたら、この火の海の中で生き残ったことをこの娘は幸運と思えるだろうか。……それとも、死んでしまった方が良かったと絶望するだろうか。

　少女を抱えて、呼ばれて先に外に待機していた魔術師に診せる。その姿にすぐに状況を察した魔術師は、顔をしかめながらもその身体中の怪我や傷を治癒魔術で治す。そして気付いた。

「……この子、魔力切れを起こしてますね」

「魔力切れ？　じゃあこの子は魔女ってことか？」

「ということは、ああ、そうか、なるほど、そういうことか。可哀想に」

「だからなんなんだ」

　一人で判ったカオをしている魔術師に焦れてレオナルドが訊く。遅れて戻ってきたカルネウスが近付いてきたのを見てから魔術師が言った。

「魔女は、というか魔力持ちの女の子は、性行為をすることで初めて魔女として自分の全魔力を使えるようになるんです。つまり、魔女になる前の子たちはたいした魔力もないわけで、こうやって大人数の男に襲われてもほとんど抵抗なんかできなかったでしょう。ですが、この子は魔女にされたあとで全力の報復をしたんでしょうね。おそらくこの子の得意な魔術は火でしょう。だから魔力が暴走した結果が大爆発、火事になったと」

「……たぶん、風もあるんじゃないか。男たちがザクザクに切り刻まれてたから」

　カルネウスが呻く。うなずいた魔術師が続けた。

「ただ、制御の仕方なんか知らないでしょうから、魔力暴走を起こしたことで使えるだけの魔力全部を使ってしまい、魔力切れを起こして昏倒してしまったということです。我々がここに来なかったら火事に巻き込まれて一緒に燃えていたか、煙に巻かれていたか、とにかくそのまま死んでいたかもしれません。……この子にとっては、どちらが良かったかは判りませんが」

　敢えて淡々と、魔術師が言う。それは、たぶん他にもそういった魔女が存在することを知っていて、そう珍しい事例では無いのだろうと予測がついて、レオナルドは痛ましさに表情を歪ませた。

　同意の上だろうと、彼女のように無理矢理だろうと、性行為をすることで少女は大人になる。つまり魔女と呼ばれる存在はすべてが大人の女性であり、子供の魔女はいないということだ。

　一般的に魔女は、魔力を持たぬ者にとっては脅威であり、畏れられる存在だ。だが、魔女が魔女になるためにこんな非道で悲惨な行為を受け入れなければならないのならそれはあまりに哀れだ。

　館の中を探索した騎士たちが手ぶらで帰ってきたことにむしろ安堵して、騎士団は撤退をした。

　少女をこのまま放置するわけにはいかないが、身元も判らない未成年の娘を勝手に王都に連れ帰るわけにもいかない。侯爵領の騎士団に引き渡すのが一番妥当だと言えた。

　それで終わる、と皆思っていた。だが、そうはならなかった。

　侯爵領の騎士たちは、魔女となった彼女を引き取ることを拒否したのだ。

　魔女であるこの娘がどこの誰かであることはすぐに判った。王領に程近いとある村の教会で育った娘だという。捨て子で両親は判らない。捨てられた理由は判らないが、理由の一つに魔力を持っていたことがあるだろうことは予想に難くはなかった。魔力持ちは厭われる。田舎であればあるほどそういう理由で捨てられる子供がいることは知っていた。

　そういう子に何かあった時、その村がこれ以上その子に関わるのを拒否することも。

　とりあえず目を覚ますまではと無理を言い、彼らの宿舎にと用意された部屋のひとつを彼女に提供した。レオナルドが自分にと言われた部屋を使わせると言い出すと先方の騎士たちが慌てて止めようとしたが、怒れるレオナルドの眼光の前になにも言わなくなった。傷付き昏倒する少女を差し置いて一人上等の暖かい寝床でぬくぬくできるほど彼の騎士道精神は擦れていない。

　実際にはさすがにカルネウスがそれを許さず、彼に宛がわれた部屋を少女に使わせることでレオナルドを納得させたのだが。

　一晩眠った少女は、目を覚ますと暴れかけたが、ここが騎士団の宿舎であり、自分が助けられたことが判るとおとなしくなった。それでも、騎士たちに傍に寄られることはさすがに拒否した。男たちに襲われた直後の娘だ、当然の反応だろうと許容したレオナルドは、部屋の扉を開けた状態で部屋の外に椅子を置いてそこに座るとそこから話をした。

「私は王都の第一騎士団分隊長のレオナルドといいます。あなたのお名前を教えていただけますか、レディ」

「……ここにはレディなんていないわ」

「いえ、あなたですよ、レディ」

「汚らしい男たちに寄って集って汚された女がレディなワケない」

「あなたは被害者です。それに、女性はみんなレディですよ。あなたをなんとお呼びしたらよいですか？　教えてくださらなければ、ずっとレディとお呼びしますが」

　苦虫を噛み潰したような渋いカオをした少女は、仕方なくというように言った。

「……ヴィー」

　にっこりと笑みを見せたレオナルドは、それからすぐに真顔に戻った。

「ありがとうございます。では、ヴィー。聞きたいことは二つです。一つ目、あなたはあの男たちにさらわれたんでしょうか？」

「……まあ、そうね。あたしの意思じゃないって意味では、さらわれたんじゃない？」

「どういう意味でしょうか」

「あたしはね、ヤツらに差し出されたの。あいつらは自分達の安全のために、要らないあたしをヤツらに売った。そんだけよ。しょうがない話だわ」

『ヤツら』と『あいつら』が誰かの推定はできていた。

『ヤツら』は彼女を汚したあのならず者たち。そして『あいつら』は村の者たち、教会の育ての親たちだ。

　彼女が眠っているあいだに調べさせたところ、なかなか酷い話が判った。

　ならず者となった流れ者たちは、近隣の他の村も含めて現れては乱暴狼藉を働いていた。金品や食料のみならず、そのうちに彼らは若い女を要求しだした。騎士団に討伐を願おうと進言したが取り合ってもらえず、さりとて娘を差し出そうという村人がいるわけもなく。困り果てた村人たちは、身寄りのない孤独な少女を生贄にしたのだ。

　報告に来た騎士が苦り切ったカオで最低な村だと言っていたが、それを選択させる前に動かなかった騎士団にレオナルドは腹を立てていた。力を持たない村の苦渋の選択より、力を持つくせに動く気のない騎士団の判断こそ責められるべきだ。今もそうだ。身も心も傷付いているであろう少女一人を保護する気がまるでない彼らに、貴様らはなんのためにいるのかと問い質したかった。

　報告の再確認をするために訊いた質問は、意外にも彼女が状況を冷静に理解していることを教えてくれるもので。

「しょうがない？　村の人たちを恨んでいないんですか？」

「そりゃ、恨んでないって言ったらそりゃウソだけど、しょうがないじゃない。あの村で一番要らないのがあたしだったんだから。あたしだって思うわ、ちょうどいい年の孤児の小娘がいたらそいつでいいじゃんって。全力で恨むならあの男たちよ。でも、助けてくれたってコトは、あなたたちがヤツらを叩き殺してくれたってことでしょ？　ありがとね」

「覚えていないんですか？」

　小首を傾げるヴィーに、レオナルドはあったことを正直に話した。おそらくは彼女が惨殺したのであろう男たちの様子は少し緩和したものの、それでも彼女が自分で自分の仇を討ったことを告げると、目を丸くしていた彼女は思わずと言ったように高笑いをかました。

　何故か、レオナルドにはそれが泣いているように思えた。

　報告では十五歳だと聞いた。それにしては体重も軽く腕も細かった。胸の辺りまである赤い髪は艶が無く、血色もあまり良くはないし、決して健康的とは言い難い。彼が知る同じ年頃の貴族の娘たちと比べて、あまりに表情に精彩が無かった。

　こんな目に遭っても年端も行かない少女が素直に泣けない、その事実だけでも、彼女が村で決して幸せな人生を送っているわけではないことを感じて、何とも言えない無力感に居たたまれなくなる。

　泣く代わりに盛大に笑ったヴィーを無言で見ていたレオナルドに、彼女は訊いた。

「で？　もう一つは？　質問、二つあるって言ったよね」

「はい。あなたはこれから、どうしたいですか？　村に戻るというのならお送りしますが」

「あー……。あんまり戻りたくはないなあ。どうせなんで戻ってきたとか責められそうだし」

「私も現状を知る限りではあまりお勧めできません。他に頼れそうな知り合いとか場所とかはありませんか？　たとえ遠くとも責任を持って安全にお送りしますよ」

「そんなもんあったらもう行ってるわ」

「それもそうですね」

　うなずいてから、レオナルドは問うた。

「ここではない他所へ行きたいが当てはない、ということでいいですか」

「そうね」

「ならば、このまま王都へお連れするというのはいかがですか？　我々の地元です」

「……はあ？　王都お？　え？　あ、そういえば王都の騎士団って」

　驚くヴィーにうなずいて、レオナルドは微笑んで見せた。

「はい。王都でしたら私も多少の顔は利きます。ご希望があれば仕事や住むところのお世話もできるでしょうし、魔女として生きるのなら知り合いの魔術師にあなたの師事を頼んでもいい。これも何かの縁です。あなたの生活の目途が立って落ち着くまでくらい面倒を見ましょう。いかがですか？」

　目を丸くしていたヴィーは、じっとレオナルドを見つめて考え込む。そして、うなずいた。

「……じゃ、そうしよっかな。全然知らないトコに行くのもまた一興。ってか、ドコ行こうがこれ以上悪い環境になるとは思えないし」

「承知しました。では、早々ですみませんが、明日には王都へ向かいます。村に残してきたもので持って行きたいものなどはありませんか。あれば取りにやりますが」

「ないない、なーんもない。大切なものも惜しいものもなんにもないわ。お金もないからそこから頼るけど、あ、でも、服くらい用意してくれる？　コレ、誰のか知らないけど男モノよね？」

「あ、はい、もちろんです。ここを出る前には届くと思いますので」

　現在のヴィーは助けた時に掛けたカルネウスの軍服をそのまま着ている。大人の男の服は痩せぎすの少女には大き過ぎで、その小さく華奢すぎる身体を隠すことは容易だが、それでもそのまま移動するなんてさすがに論外だ。

「じゃ、お世話になります。よろしくね、えーと、レオナルド様？」

　おどけて頭を下げたヴィーがカオを上げると、にっ、と笑った。

　それはさっきの狂気じみた笑いではなく、年相応の可愛い笑みで。初めてみせたそんな笑みに何故だかものすごく安堵したレオナルドは、立ち上がって胸に手を当て、淑女に礼をするように頭を下げた。

「こちらこそ、どうぞよろしくお願い致します、レディ」






　……それが、それから五十年以上もの長きにわたって関わることになる魔女と後の国王となる第二王子の出会いだった。










＜　２　＞






　王都に戻ったレオナルドの采配で、ヴィーは住み込みで魔術師の弟子になることになった。

　師匠となったアレクサンドラ・ビリエル・ロングストレームは大変優秀な魔女で、王都の魔術研究庁の副魔術師長の地位にいる才媛さいえんだ。魔女にしては珍しく少々固いところがあるが、それでも同じ女性であるだけでも精神的な負担はだいぶ軽かろうと思われた。他にももう一人、アンセルムという名の師匠の遠縁の子だという三つほど年下の男の子の弟子がいて、順序の上では年下の兄弟子という態になるが、弟子入りしてまだ二年ほどで、あまり上下はないようだった。

　貴族の少年と田舎の庶民の娘というまるで違う環境下にいた二人はいろいろな意味合いで正反対だが、喧嘩をしながらもそれなりに上手くやっているようだった。

　それというのも、王都に来てすぐ魔力量を調べてみたところ、ヴィーの量は師匠をも遥かに凌ぐものすごい魔力量だったからだ。

　魔女の力量、威力などは当然魔力量に比例する。近年これほどの量を持つ魔女は現れていなかったため、魔術庁の上層部が話し合った結果、アレクサンドラにヴィーの教育を一任することになった。そういう経緯もあり、ヴィーよりかなり量の少ない年下の兄弟子は一応彼女に一目置くかたちになったのだった。

　もっともそれ以外のところは現在まったくヴィーに勝てるところはなく、勉強はまず読み書きから、魔術も威力ばかりバカでかくてもちっとも精度は上がらないという始末で、何歩も彼に先に行かれている。

　生意気な年頃の貴族の少年らしく今ひとつ可愛げに欠けるが、それでも師匠が忙しい時などに判らないことを訊けばその場で応えてくれる素直さをヴィーは素直にありがたく思っていた。少年の方もまったくなにもできないくせに既に魔女であるということに子供なりになにか思うところがあったのだろう、嫌味や皮肉を言いながらも意味もなく突き放したり嫌ったりすることは無かった。

　姉弟というほど近いわけではないが、一緒に住んでいる者同士の気楽さという点では割と良好な関係と言えただろう。

　今まで勉強する機会自体が無かった田舎の孤児は、これまで使うことを許されなかったせいで隠れていたらしい好奇心が活性化したのか、どんどんその知識を吸収し、溜め込んでいった。

　アレクサンドラは割とスパルタだった。

　一応理論はきちんと教えるが、ヴィーには理論より実践の方が判り易いという結論を早々に下したらしく、魔術庁の演習場でいろいろな魔術を身体でガンガン覚えさせた。炎の出し方ひとつとっても、術式をどう弄ればいいか、どうやって調節するかを実体験で覚える。それはヴィーにとっては机上の理屈で覚えるよりよほど判り易かった。逆に兄弟子の方は、理論をきちんと理解した上で正確に術式を発動させる。正反対の覚え方をする弟子を両方上手く導くアレクサンドラの手腕はさすがの才媛であった。

　それだけではなく、師匠がいなくても二人はよく自主練習をした。

　今日も今日とて、光の槍を構築し、魔獣に見立てた的に叩き込む。

　ヴィーが振り回している真新しい杖は、弟子入りが決まった時に師匠にもらったものだ。

　持った瞬間その杖は一瞬にしてどす黒い漆黒に、そして先端の珠は深い赤に染まってしまい、涙ぐんだ師匠が思わずヴィーを抱きしめたという。

　だが、本人は真っ黒なんてむしろなかなかカッコイイとあっけらかんと笑ったらしい。

　兄弟子が三本しかつくれない槍を簡単に五本つくり飛ばした先で、的が木っ端微塵に破壊された。

「うわー、これはまた見事な。また威力が上がったんじゃないか？」

　よっしゃー！　と勝ち誇っていると、後ろから声が掛かった。優しい声色にすぐ誰だかが判ってヴィーは笑顔で振り向く。

「レオナルド様！　来てたの」

「うん、ちょうど通りかかったんだけど、演習場からどっかんどっかん盛大な破壊音が聞こえてきたから、きっといるなと思って立ち寄ってみたんだよ」

「破壊音て」

　笑うレオナルドに唇を尖らせると、隣にいた兄弟子が溜息をつく。

「確かに破壊音でしょうが。見なよ、あの木っ端微塵の的の数々。片付けるのが面倒そうだし」

「ならいっそ、全部燃やしちゃえばいいんじゃない？　集める手間が省けるわ」

「ヴィー、そーいう短絡的なところが大雑把だっていうんだ」

「まあまあ、アンセルム。ある意味間違っちゃいないんじゃないか？　効率的ではある」

「レオナルド様、そうやっていつもヴィーを甘やかすのやめてください」

　兄弟子が溜息をつく。子供のくせに、すっかり保護者のような口ぶりだ。

「いやいや、きみや師匠が厳しいから私は甘やかすんだよ。厳しいばっかりじゃ辛いだけだからね」

「わーい、レオナルド様優しい」

「レオナルド様は甘すぎです。おかげでちっともヴィーがしっかりしようとしないじゃないですか」

「なによー、アンセルムがしっかりし過ぎなんじゃない。もーちょっと子供の可愛げってもんはないのー？」

「余計なお世話だよ！　ヴィーこそ、もーちょっと大人の女性を目指せば？　あんまりいつまでもガキっぽいと、そのうちレオナルド様にも呆れられるんだからな！」

「はあ!?　言ってくれるわねー！　あたしだってがんばればオトナの魅力くらい！」

「がんばってからモノ言えば!?」

「まあまあまあまあ。二人とも落ち着いて」

　どうしようもない口喧嘩に発展しそうなところでレオナルドが割って入ってようやく止まる。

「まったく、二人とも仲が良いなあ。羨ましいよ」

「今のどーやって見たら仲が良くみえます？」

「仲良く口喧嘩してたじゃないか。些細なことならただのコミュニケーションでしょ。私は兄上とそんなに楽しそうに口喧嘩をしたことは無いからね」

　微笑むレオナルドだが、ヴィーとアンセルムは若干困ったカオでお互いを見る。

　第二王子レオナルドと第一王子である兄フレデリクは、あまり仲が良くない。というより、兄が一方的に弟を嫌い、遠ざけている。レオナルドは別に兄を嫌ったりはしていないのだが、向こうが勝手に嫌っているのだ。

　国内および国際情勢が落ち着いている現在、騎士団の増強を図り、他国への攻め入りを考える兄と、今のうちに更に経済を発展させ、国力を上げるべきだと考えるレオナルドは会うたびに議論になった。

　父王は、長男に政務を、次男に軍務を課した。お互いの主張を理解するためだと思われたが、長男の方は政務に苦労していたし、次男の方もその心根の優しさ故に騎士としてなかなか苦慮していた。

　それでも二人とも就けられた任務をおろそかにすることは無く、王子としての責務を全うすべく努力していた。

　レオナルドは弟として兄を支えようと思う気持ちは強い。だが一介の騎士として、騎士団や地方の状況を知れば知るほど兄の考える騎士団の強化は現在不要と思われた。それどころか綱紀粛正をしっかりとし直し、根性を叩き直したい事例ばかりが目に付く。ヴィーの一件でもそれは明らかだった。

「王太子様も、もーちょっと歩み寄ればいいのにねー。自分で敵増やしてどーすんのよ。別にレオナルド様はお兄さんのコト嫌いなワケじゃないのにさ」

「世の中、ヴィーの脳みその中身みたいに単純じゃないんだよ」

「なぁんですってぇ!?」

　呆れた口調で言うヴィーに、アンセルムがしれっと毒づく。くつくつと笑いながら、レオナルドはうなずいた。

「いや、ヴィーの言う通りだよ。世の中難しそうにみえて案外根っこのところは簡単だったりする。でも、そこに行きつくまでにいろいろと余分なものが絡みすぎて、なかなかうまく解決できないんだ。兄上があんなに敵意丸出しで噛みついてこなければ、もうちょっと話し合いの余地はあると思うんだけどね」

　兄である王太子が自分を嫌っている理由は、実は判っている。

　兄より弟の方が、確実に為政者としての政務に有能だからだ。慣例に従い兄が王太子を継承してもなお、性格からもその能力からも、実はレオナルドを次の王にと望む声が無くならないことを兄は焦り、あまりにも気にし過ぎていた。

　子供の頃はそれなりに仲が良い兄弟だったはずだ。それなのに、成人してからは兄の笑顔をいつ見たか覚えていないほどに疎まれてしまった。それがレオナルドにはとても寂しい。

　だから、目の前の血の繋がらない兄妹弟子の仲の良いやりとりがとても羨ましいと思う。血なんか繋がらなくとも家族にはなれる。それなのに何故、本当に血の繋がった兄とは仲良くできないのだろう。

「……私は、別に王位になんか全然興味はないんだけどな」

　つい、ぼそりと漏れた弱音に自分ではっと気付いて口を噤む。アンセルムが何かいいたげに、それでも口を閉じると、きょとんとしたヴィーが、言った。

「あたしも、レオナルド様に王様になんかなって欲しくないなー。だって、そうなっちゃったら、こんな風にもう口きいてもらえなくなっちゃうもん。そんなの寂しい」

　目を丸くしたレオナルドの隣でアンセルムが怒った。

「ヴィー！　またそういう考え無しなコトを言う！」

「えー、だってホントじゃない。こんなふうに気楽に会えなくなっちゃったら寂しいよ。アンセルムだってそうじゃないの？」

「それはそうだけど！　でもそーいうコトじゃなくて！」

「あはははは！　うん、ありがとう！」

　怒るアンセルムの声を聞きながら、レオナルドは笑いだした。ぎょっとしたアンセルムに笑いかけてから、レオナルドはヴィーに言った。

「私もきみたちに会えなくなるのは寂しいよ。これからも仲良くしておくれ」

「もっちろん。ねえ、アンセルム？」

「はい、光栄です」

　うなずく兄妹弟子に嬉しそうにうなずき返す。

　不意に背後で呼ばれる声がした。振り向けば、入り口のところでカルネウスが呼んでいる。そろそろ行かねばならないらしい。この後も仕事は詰まっているのだ。

　もう行っちゃうの？　と残念そうなヴィーを、忙しいお立場なんだからしょうがないだろ、とアンセルムが諫める。本当にどちらが年上か判らない。

「では、またね」

「はい。またお話しに来てね。絶対よ」

　ヴィーが念を押すので判ったとうなずく。じっと見上げる視線を不思議に思ってどうしたのかと訊くと。






「あのね、レオナルド様。腹が立ったり嫌なことがあったりして疲れたら、いつでもあたしたちのトコに休みに来てね？」






　目を瞠って、それからアンセルムにも目を遣ると同じ目でうなずかれた。

　どうやら、兄とのごたごたで少し疲れていたのを見抜かれていたらしい。

　……この二人は、本当に彼の癒しだ。

「……うん、ありがとう。そうするよ。また来る」

　心からの笑みに、二人がほっとしたように笑ってくれた。思った以上に心配されているらしい。

　カルネウスに急かされて急ぎ足で歩きながら、レオナルドはささやかな安らぎの時間を得て少しだけ気分を浮上させた。まだがんばれる、そんな気分にしてもらえたことに感謝しながら。










　ヴィーが王都に来て、あっという間に六年が経った。

　その頃になると、アンセルムは通常の修行の他に魔術研究庁への入庁試験の準備も始めていた。

　魔術師としての実力は決して低いものではなかったが、傍にいる妹弟子の実力が魔術師としてより師の補佐の道を選ばせたらしい。そのアンセルムとて、貴重な精神干渉系魔術を使える術師として試験を受けずとも入庁することはできたのだが、貴族として文官の立場が欲しいのだそうだ。

　師匠に付いての魔術師の修行は大体十年前後だ。十歳前後で修行を始めて成人と認められる十八歳から数年のうちに独り立ちをするというのが大体の慣例だが、ヴィーは師に師事した年が遅かったため、まだまだ修行の身である。とはいえ、その魔力の豊富さ故に、消費の大きな魔術が使えるだけでなく日に何度も練習ができるという理由もあるのだろう、めきめきと腕を上げていた。

　なにより、高難易度魔術である『扉』や『壁』を使えるようになると、魔術研究庁もその将来を期待するようになった。もう既に見習いではなく魔女であることで、できることならば入庁をと望まれていたが、まだ修行が半ばであることを盾に師匠がそれを止めていた。給料も出るんだし別にいいじゃんと言うヴィーを師匠が止める理由がどの辺にあるのか、その頃の彼女には判らなかったが、とりあえず堅苦しいのはイヤだったから、まあいいかという程度の認識でしかなかったのは確かだ。

　その理由が判ったのは、それからしばらくしてからだった。










＜　３　＞






　たまたまその日は、ヴィーがやらかした失敗の後始末のために師匠の執務室に居残っていた。

　もう遅い時間だ。それでも興が乗っている魔術師たちは時間などお構いなしで研究に没頭しているのだろう。ちらほらと灯りのついている部屋もあるかという時間だった。

　不意のノックにヴィーはカオを上げた。

「はいー？　ロングストレームはいませんよー」

　のんびりと応えた声に驚いた様子で扉が開いた。

「ヴィー？」

「え、レオナルド様？　なんで？」

　入ってきたのはレオナルドで、驚いたカオには明らかな疲れが滲んでいた。それに気付いてヴィーの表情が曇る。

「レオナルド様？　なんか疲れてる？　とりあえずこっち来て座りなよ」

「ああ、うん、ありがとう。副魔術師長は今日はもう帰った？」

「あ、師匠に用事だった？　うん、アンセルムの試験の関係でなんか親御さんと会わなきゃらしくて、二人で実家に行ってるはず。急ぎなら伝言鳥飛ばすけど？」

「あ、いいんだ、別に明日で。灯りがついていたから来てみただけで、そんなに急ぎってわけじゃないから。それより、ヴィーはなにしてるの？　書類整理？」

「あー、あはははは」

　気まずそうに笑うヴィーが言うには、ここでできるようになったはずの魔術を師匠に見せたらその力加減を間違えたらしく、空気爆発を起こして書棚や机の上の書類や本が吹っ飛んで大惨事となったそうだ。その後片づけを言いつけられたのは、まあ当然というものだろう。

「終わるまで帰ってくるなって言われてねー」

「それはしょうがないな。でも食事は？　ちゃんと夕食は食べたのか？」

「うん、お城の食堂でね。師匠のツケでがっつり」

　にやりと笑ったヴィーはただでは転ばない。笑ったレオナルドは、来客用の偉そうなソファに座り込んで積んだ書類を分けているヴィーの隣に座った。

「はかどってるの？」

「いやそれがね、あとこれだけなんだけど、似たような文章ばっかで順番が判んなくて。もう、ページ番号くらい振って欲しいよね、こーいうの。全部読めばわかるんだろうけどめんどくさいし、時間ばっか掛かって進まないじゃない。そもそもあたし如きが読んじゃっていい書類かも判んないし。いっそとりあえずひとまとめにしておいて、師匠に分けてもらうかと」

「ああ、それがいいかもね。もっともあの副魔術師長が読ませてまずいモノがある状態できみに全部任せるとは思えないけど。……ああ、初めからきみがそういう放棄の仕方をすると踏んでいるかもしれない」

「行動読まれてる！」

　がーん！　と自分で擬音を言っているヴィーにくすくす笑いながら、レオナルドは横から手を出して書類をひとまとめにして揃えると、執務机の上に置いた。

「そういうことなら、罰当番はこれで終了だな。もう遅い時間だから気をつけて帰りなさい」

「あ、レオナルド様、あたし、こないだ、『扉』を使えるようになったのよ！　だから帰るのに外歩く必要ないの。スゴいでしょ！」

「え！　そうなのか。それは確かにすごいな。修行、真面目によく頑張ってるんだな。偉いぞ」

　ついアタマを撫でると、ヴィーの頬が赤くなった、ような気がした。

「えへへ、うん、そうなの、結構がんばってるんだよ、あたし。でも師匠はまだまだだって」

「そうか。なかなか厳しいな。でも彼女は私も信頼している優秀な人だからね。彼女がそういうのならばそうなんだろう。でもちゃんとヴィーの努力は判っているはずだよ」

「そうかなあ。そうだといいな。うん、レオナルド様がそう言うなら信じるよ」

　にっこりと笑うヴィーは本当に素直にレオナルドを信頼しているのがよく判る。その懐かれようを素直に嬉しく思う。と、ふとその笑顔が曇った。

「それよりレオナルド様、なんか随分疲れてない？　ちゃんと休んでる？　師匠の用事となにか関係ある？　……もしかして、王太子様と喧嘩した？」

　意外な鋭さと共に心配されてレオナルドは苦笑した。

「……喧嘩、できればいいんだけどね。兄上は私の言うことには耳を貸す気はないらしい」

　六年たっても兄弟仲の改善はまったくなされていなかった。むしろその溝は広がったといって良かった。兄は更に軍備の増強を望み、弟はそれよりも国内の整備や教育に力を入れるべきだという主張を引かなかった。父王が敢えて介入しなかったせいもあり、それはいつまでも長引き、益々二人の間には溝が広がっていく。

　そして、今日もたまたま会う機会があったが、持たれた話し合いは物別れに終わった。

　だが、今日兄が言い出したことは、レオナルドが頑として聞き入れたくはなかった事柄で、そしてそれを実現させるわけにはいかない事案でもあった。

「兄は、きみたち魔術師を戦争利用したいらしい」

　目を丸くしたヴィーは、首を傾げた。

「え？　騎士団に入れるとかってこと？　それなら今も手伝ってるじゃない」

「いや、現在のような治療や後方支援を目的に協力してもらうのではなくて。……攻撃魔術を他国の侵攻に使うために、純然たる兵士として軍に組み込むと」

「へ？　それって、なんだっけ、あ、そうだ、国際協定違反、じゃなかったっけ？　あたし、それ結構早いうちに習ったコトだよ？」

「そう、それを兄上は破ろうとしている。そんなこと、許容できるわけがない」

　常人が持っていない強大な魔力を持つ魔術師。それは普通の人たちにとって、単純に脅威の存在だ。そしてその魔術師は、他国と比べて明確に、昔から何故か我がレンストランドに数多く産まれている。ただ、その理由までは判ってはいない。

　レンストランドは周辺諸国に比べて決して国土が広いわけでも騎士団が強力なわけでもない。それでも攻め込まれないのは偏ひとえに魔術師が前面に出てくるのを恐れているからだ。

　強大な魔術師が相手ならば、たった一人でも数十人、もしかしたら数百人でも敵わないかもしれない。

　それは当然他国には脅威となりえた。そこで、周辺の国々は相談の上、協定を組んだ。

　協定は大雑把に言えば、戦争時に於ける他国及び人間に対する攻撃魔術の使用を全面的に禁止する、その対価として、協定の調印に参加した周辺諸国は不可侵を約束するというという条項である。

　協定が結ばれてから数十年それは守られてきた。現在の周辺諸国は平和で、戦争を知る世代は既にほとんどいない。今それをひっくり返す必要が、何故、どこにあるというのだろうか。

「なんで王太子様は、そんなむちゃくちゃ言い出してるの？」

「判らない。だが、確実に判るのは、兄上がきみたち魔女を戦力に使えると思っていることだ。そしてきみたちを使えば戦争に勝てるとも」

「王太子様は戦争をしたいの？」

「たぶん。そして国土を広げたいのだろう。そうすることで国力を上げればいいと言われた」

「その前に国が荒れるじゃない。被害に遭うのはまず攻める側も攻められる側も平民なのに。畑や山も荒れるし、人だってたくさん死ぬ。喜ぶ人ばっかりじゃないのに。あたしでも判るのに、王太子様はそんなことも判らないの？」

　首を傾げるヴィーの質問に、レオナルドは苦り切ったカオでうなずく。

「その通りだ。判らないんだ、兄上は。多少の犠牲を払おうとも、それが国のためになるのならば許されると主張している。踏みにじられる方の者たちにも同じことが言えるのかと言ったが、大義の前には許されると。国の主として自分の主張は正しいという。私の言うことに耳を貸す気は無いと言われた」

「……そんなの……」

「なにより私が許せないのは、魔女を前線に立たせるということだ。戦力になるほど威力のある術を使えるのは、ほぼ魔女、女性だというのに、兄は別に構うまいと言う。忌むべき能力を国のために使えるのなら本望だろうと。魔獣や害獣に向ける攻撃魔術を敵国に向けるだけだ、大差はないと。現在の政務は多岐にわたって魔術の利便性に頼っているところがあるというのに、その魔術師を蔑ろにできるその正当性が私には判らないよ」

　苦々しく押し出される声は本当に辛そうで、ヴィーも眉間に皺を寄せた。

「……ごめんね。本当はこんなことをヴィーに愚痴るつもりじゃなかったのに。すまないが、このことはまだ他に口外しないでおくれ」

「それはもちろんだけど、でもそれは別にすぐ実行されるわけじゃないんでしょ？　国王陛下がまず許さないと無理でしょ？」

「ああ、だが、兄は王太子だ。いずれ譲位されて国王になる。それがいつかは判らないが、そうなった時、実行される可能性は大きい。止められる者がまわりにいるかどうかという点でも変わるだろうが、私の言うことに耳を貸さない兄が家臣の言うことを聞き入れるかというと疑問しかない」

　苦い表情のレオナルドを見て本当に難しいのだと察すると、ヴィーにそれ以上言えることが思いつかない。元々政治向きのことなど判らない。

「さすがに現状では、協定のこともあるし、戦争状態に突入することへの不安で賛同する官僚は少ない。こちらから侵攻するということは国際的に見ても間違いなくこちらが悪者になる。それを判っているのに、私が反対することで官僚たちが私を支持することを兄は気に入らないらしい」

　六年前から変わらず、現状でもレオナルドの王太子待望論はまだ根強い。王太子は二年前に正妃を娶ったが、まだ子に恵まれてはいない。ということは自身が王になってもその後の継承順位として王太子はレオナルドとなる。それが更に気に入らないのだろうと思われていた。

「……私はね、ささやかな抵抗にと魔術研究庁と協力して兄の要請には応じないよう副魔術師長と相談して形式を整えているんだ。少なくとも現在は国際協定を盾に戦闘の参加を拒否できる。今まで当たり前に参加しなくて良かった戦闘を、改めて魔術師が参加してはいけないのだと、魔術師それぞれに再認識してもらう。その上で、兄上が国王になった時にその命令を拒否できるだけの下地をつくりたい」

　それから、レオナルドはヴィーを見据えて言った。

「その作戦の一端はきみも担っているんだよ、ヴィー」

「はい？　あたし？　なんで？」

「きみの魔力は強大で現在の魔術庁の誰よりも魔力保有量が多い。特に攻撃魔術に適性がある。そしてそれを兄は知っている。もしきみが兄の命令に従うのならば、戦力として計画の実行に多大に貢献すると思わないか？」

「はあ？　ヤだよ、そんなの！　あたしはレオナルド様の命令なら多少大変でも喜んで言うコト聞くよ。でも王太子様のそんな無茶、聞く気ない！」

「うん、ありがとう。だが、おそらく兄はこれからきみに接触を図ってくるだろう。きみを取り込むため、きっといろいろと手を尽くしてくる。高額な報酬や地位を提示してきたり、時にはきみの師匠やアンセルムなんかの身近な人を盾にしてまで迫ってくるかもしれない。それを阻止するために、まずきみとアンセルムは魔術庁の入庁をしばらく見送りたいと思っている」

「え。あたしはともかく、アンセルムまで？　でもあの子、今、試験勉強をすごくがんばってるんだよ？」

「入庁してしまったら王命を断るわけにいかなくなる。一介の市井の魔術師であればその本人の我儘と気まぐれで断るというかたちが採れるんだ。古来より魔術師は優秀であるほど我儘で気まぐれだという。きみがそうであっても不思議じゃない」

「……もしかして、あたしが魔術庁に入らなくていいって師匠が言ってるの、そのせい？」

「ああ、そうだ。たぶん、今アンセルムの実家に行って親御さんと話しているというのもその件だと思う。受験の延期の説明にね」

「……ああ、そういう。別に無期延期っていうわけじゃないのよね？」

「ああ、もちろんだ。彼は優秀だし、入庁して国のために働いてもらいたいと思っているよ」

　受験勉強をすごくがんばっていたアンセルムには気の毒だが、そんな事情があるのなら仕方がない。頭の良い子だ、きっと理解し納得するだろう。

「……なるほど、判った。うん、なんにも聞いてなくてもたぶん断ってただろうと思うけど、そういうことなら当然協力する。絶対王太子様のいうコトなんか聞かない。レオナルド様の力になれるんなら、いくらでもがんばるよ、あたし。できること、なんでも言って」

「うん、ありがとう」

　ようやく薄く微笑んだレオナルドの笑みは、だが決して元気が出たわけではないことがありありと判って、ヴィーは悲しくなる。

　レオナルドの笑顔が好きだ。

　あの日、無理矢理魔女とならされたあの夜に助けられてから既に六年が経つ。一時期は暴力に傷付き、男なんか大嫌いだと思っていたヴィーだったが、それもやがてレオナルドの笑顔にゆっくりと癒されていった。

　我が国の第二王子だと知った時にはさすがに驚いたが、ちっとも偉ぶらず、ヴィーのような汚れた平民の魔女にも普通に接し、言葉遣いも改めようと思ったのにそのままでと微笑んでくれた。

　殿下と呼ぶとそれも拒否され、せめて名前でと言われてレオナルド様に落ち着いた。

　副官のカルネウスには難しいカオをされているが、懐けば懐くほど可愛がってくれているのが判って嬉しくて。兄のように、年上の友人のように接してくれる『殿下』は、本当はそんなわけがないのにすっかり身近な存在になってしまった。

　もちろん王都に連れてきた張本人として責任を感じてもいただろう。だがそれ以上に彼にとって息を抜ける相手として、心の安息をもたらすささやかな拠り所として傍にいていいのだと思えることが嬉しかった。カルネウスもそれを感じていて渋々目を瞑ってくれているのだろう。

　そして、そんなレオナルドに、やがてヴィーが憧れ、更には慕う気持ちが大きくなっていっても決して不思議ではなかっただろう。

　本当なら届くわけがない。魔女と王子の恋など叶うはずがない。いくら双方がそれを求めたとしても、周りが許すはずがない。それこそあらゆる手を使って引き離そうとすることだろう。

　そして、なによりレオナルドがヴィーに対してそんな気持ちを持つはずかない。

　必ずしも政略結婚を強いられるとは限らない。だがそれでも第二王子とはいえ一国の王子が魔女を王子妃に据えることを許されると思うほど彼は愚かではない。

　初めから成就など不可能な恋。

　それでも。

「……ねえ、レオナルド様。より確実に、あたしが王太子様の誘いに乗らない理由、つくってもいい？」

「もちろんそうしてくれればありがたいけど、なにをするの？」

　僅かにカオを上げて彼女を見たレオナルドに、ヴィーは僅かな躊躇いのあと、くちづけた。

　触れるだけで離れたその感触に呆然として、それからレオナルドは何を言いたいのかを察した。






「あたしを、レオナルド様の愛妾にして」






　息を詰めたレオナルドがそれを否定する前に、ヴィーは言った。

「あたしがレオナルド様の言うことしか聞かないっていう理由、これ以上ないと思うよ」

　にっこり、と、敢えてヴィーは笑った。明らかな困惑と躊躇が見えるレオナルドは、しかし否定しようとしてそれが事実であることに気付き、苦いカオをする。それでもさすがにそれをすぐに肯定するわけにはいかなくて。

「……そんな理由で、きみを抱くなんて自分が許せない。こんなことに巻き込むためにきみを王都に連れてきたわけじゃない。少しでも幸せになって欲しいと願ったからなのに」

　おそらくそれは本心だ。

　兄の策を挫くじくための作戦であり、何度か身体の関係を持つことは必要だろうが、形式だけ整えれば別に本当にヴィーを愛さなくたっていい。そして王子という立場ならそれくらい許されるだろう。そういう浮いた話のまったくない第二王子なら、むしろ周囲に安心すらされるかもしれない。

　それなのに、こんな小娘の魔女を利用することすら躊躇う優しい王子に、だからこそヴィーはすべてを託すことができる。






「ねえ、レオナルド様。あたしは幸せよ？　だって、好きな人に抱いてもらえるんだもの。それにどんな理由がくっついてたって、あたしは嬉しい。それでレオナルド様の助けになるんなら最高じゃない。それともレオナルド様は、他の男たちに汚された女はイヤ？」






　小首を傾げるヴィーの笑顔は曇りひとつなく。

　……レオナルドは溜息をひとつつくことで、覚悟を決めた。






「……そんなこと、あるわけがない」






　つぶやいて、そしてレオナルドはヴィーを引き寄せた。今度は自らの意思でヴィーにくちづける。

　魔女を抱きしめたレオナルドがやがてその服に手を掛ける頃、ヴィーはつぶやいた。






「……好きよ、レオナルド様。あなたを心から愛してる。でも、あなたはあたしのコト好きにならなくていい。いくらでもあたしを利用して。そしてあたしを必要として。あなただけの魔女と名乗らせて。そしたらあたしはそれでもう充分幸せだから」






　一瞬泣きそうに表情を歪ませた王子にその魔女が向けた笑みは、対照的な心からの歓びに満ちたものだった。










＜　４　＞






　意図的なリークもあったのだろう、副魔術師長アレクサンドラ・ビリエル・ロングストレームの弟子が第二王子レオナルドの寵愛を受けていることは早々に広まった。

　それより先に事情と計画を知った師匠・アレクサンドラは苦り切ったカオで深い溜息を吐いたが、異議を挟むことは無かった。ヴィーの身柄をどう守るかで頭を悩ませていたが、弟子の打った先手は意図的に手段として外していた事柄であり、それを選んだ弟子の成長にわずかばかり驚いた。だが、当然弟子の恋心に気付いていた師匠としては、それを利用するかたちになってしまっていることに大人として申し訳なさを感じてもいるようだった。

　アンセルムは、ものすごく複雑そうなカオをしていたが、王太子が画策している戦争の件を聞いたこともあるのだろう、王子と妹弟子の二人ともにそれでいいのかと訊き、いいんだと返されたことで、自分の意見を飲み込んだようだった。おそらくそれは、自分が介入できることではないと割り切ったのだろう。

　六年の間にチビで痩せっぽちのヴィーは、アレクサンドラやアンセルムの世話によってその栄養失調だった身体にすっかり栄養を行き渡らせた。伸びた深紅の髪は美しく艶やかになり、肉付きも良くなった。年頃の娘らしく胸は大きく、尻も張り、腰はくびれて手足もすんなりと伸びた。痩せこけていた顔もふっくらした結果、結構な美人になった。

　化粧と衣装でしっかりと武装し、レオナルドに護られながらも強い自分を演じた。

　これなら、第二王子の連れとして遜色はないだろうと胸を張れた。

　それから後のレオナルドは、積極的にヴィーを連れて歩くようになった。

　表に出て名乗るに際し、ヴィーという名では軽く威厳が無いという理由で、師匠に『エルヴィーラ』という魔女としての名前を与えられた。それ以降、公式にはすべてその名を名乗った。

　王子はエルヴィーラを魔獣や害獣の討伐に連れて行くようになったし、舞踏会などの貴族の集まりにも伴った。

　当然興味本位でいろいろと訊かれたり勘ぐられたりもしたが、すべて笑顔で聞き流した。

　レオナルドの手前、あまり下種なことを訊かれることは無かったが、そういう目で見る貴族たちをむしろこちらから見下した。貴族などと格好をつけても品性を疑いたくなる者はたくさんいたから、そういう者に師匠から受け継いだ鋭い舌鋒ぜっぽうで言い返すのは楽しかった。

　あの生真面目な第二王子を落とした妖艶な魔女。そしてその魔女は王子に惚れ込んで彼の願いや命令以外はそれが誰であろうと一蹴する。そんな評判が世間を席巻した。

　実際、エルヴィーラはレオナルドの魔獣討伐などに同伴しても、他の騎士や魔術師の言うことなど一切聞かなかった。連携のれの字も無く、問答無用で魔獣の群れを攻撃した。魔術騎士もいる中、あまりに威力の違う魔術攻撃は連携など取れるわけもない。

　その代わり、騎士たちが前線に立つ前にエルヴィーラが攻撃魔術を放つことで彼らの怪我は激減した。少なくとも魔女の魔術が味方の騎士を傷付けることは無い。

　それを良しとする者、内心複雑な者、憤る者、その意見はそれぞれだったが、彼女が騎士たちと親しくなろうという気も無かったために斟酌することも無かった。実際にはその印象を操作するためにカルネウスが暗躍していたが、気付く者はいなかった。

　隊の中には六年前に彼女を助けた時にいた者も若干ながらいて、その騎士たちには王子に恩を返す姿として多少好意的に見てくれる者もいたらしい。

　そしてそれは城内でも同じだった。貴族の身分を笠に着て不埒を働こうとしたり、逆に貶めようとする高位貴族に、エルヴィーラは楯突き、やり返した。

　基本的にエルヴィーラは自分から手を出すことは無い。その代わり、やられたらすべてやり返した。

　激昂しても第二王子の名を出されては引っ込まざるを得ない。一部のやられっぱなしだった下位のメイドや侍女などには好評を得ていたが、大抵は生意気だと嫌われた。

　レオナルドのところにはちょくちょく文句や苦情が寄せられるようになったが、楯突いた理由を突き詰められるとほとんどは苦情を言ってきた方が悪く、結局逆に注意を受けて帰らされた。

　そして、次第にやりたい放題やっていると見られだしたエルヴィーラは、手に負えないという悪評が付いて回るようになる。

　別に手を出されるようなコトをしなければ、ただの美しい女性なのだ。だが向こうから手を出してくるから応戦する。あたしが悪いわけじゃない。そう言い放ち、実際そうだったためにそれは次第に、溜息と共に受け入れられていった。

　魔女エルヴィーラはレオナルドの言うこと以外聞かない、それが定説となっていった。

　だが、世の中そんな主張が常にすべて許されるわけではない。許しがたいと思っている者もいた。

　第一王子フレデリクがその筆頭だった。

　自分の戦争に於ける魔女参戦論を成功させるため、何度もエルヴィーラに対し接触を図ったが、それはすべて不発に終わった。魔獣討伐に於ける戦果を聞き及ぶにつけ、その魔術の威力を欲しいと何度も願い、協力を頼んだが、一度も聞き入れられることは無かった。

「私はレオナルド様の魔女です。レオナルド様のご命令でなければお聞きする気はありません」

　その一点張りだった。

　どんなに高額な褒賞を提示しようとも、名誉な称号や地位を与えると言っても、そんなものは要りません、私はただレオナルド様のお傍にいたいだけ、と言われ、それ以上なにを与えると言われても揺らぐものではなかった。最後には、なら自分の愛妾にならせてやっても良い、などと血迷ったことまで言ったが、レオナルド様でなければイヤなので結構です、と彼女にあっさり断られたことで、彼は自分の権力の限界を知らされた上に男のプライドすらも砕ける散々な憂き目に遭うこととなった。

　師匠や兄弟子を盾に脅すところまで来た日には最後通告とばかりににこやかに返した。

「あまり無茶をおっしゃられるなら、みんなで他国に移住を考えますよ？　きっとどこの国でも喜んで受け入れてくださると思いますし」

　そう言いながら、『みんな』の面子を並べられて、王太子は蒼白になった。何故なら彼が『戦力になると』想定している高魔力量保持者のほとんどの名を連ねたからだ。

　そんな連中が他国に流出するなど、考えただけでも脅威だった。そして、まかり間違ってこちらに攻め込まれるなどという事態が起こったら壊滅するのはこちらの方だ。

　一国の王子を半ば脅すかたちで、魔女参戦論を無理矢理抑え込んだエルヴィーラの成果はレオナルドの想定以上のものだった。

　とりあえず、予想以上の成果は得たものの、だがレオナルドはあまり喜んではいなかった。

　あまりにも魔女エルヴィーラの悪評が立ち過ぎていることに申し訳なさを感じずにはいられない。

　それは、ヴィーをしてあまりにノリノリで動きまくったせいであり、彼女にしてみたらその悪評も望んだ通りといえるものだったのだから全然後悔などしていないのだが、心優しい王子は自分のせいでただの素朴だった少女ヴィーが、すっかり悪女呼ばわりされていることに罪悪感を抱えずにはいられないらしい。

「別にいいのに。知ってて欲しいひとがホントのコト知っていればそれでいい」

　ヴィーにとって大切な人たち、それは師匠や兄弟子、そしてなによりレオナルドだ。そして彼の腹心や高位魔術師たちも知っていて、黙って支えてくれている。それはヴィーの心の支えになっていた。

　正直、下っ端の魔術師たちや騎士たちの悪評などどうでもいい。くだらないことしかさえずらない口の悪い侍女たちなど更にどうでもいい。

　ただ、自分が動くことで大事だと思っているひとたちが不利益を被らなければそれでいい。

　自分を囲っていることでのレオナルドの評価が下がることだけが危惧されていたが、しかしそんなじゃじゃ馬どころか暴れ馬な魔女にあそこまで心底惚れられている男として、ある意味その度量を評価されているらしいと聞いてそれはそれでほっとした。

　レオナルドは、ヴィーを愛してくれた。

　愛妾としての体裁を整えるためだけでもいいと思っていたのに、ちゃんと心も身体も愛してくれた。

　大切に抱いてくれて、愛を囁いてくれた。

　彼が正式な妻を娶ることになったら身を引くつもりではいたけれど、そんな気配も一向になく、女として求めるのはただヴィーだけだった。

　それが、レオナルドを愛しているヴィーに嬉しくないわけはなくて。彼の望むまま、望む時に、いくらでもその身を差し出した。

　……だから、気付かなかったのだ。

　いつの間にか月のものが止まっていたことに。

　ふと気付けば、魔力が激減していた。最大値の半分ほどしかない。それに気付いたのは、ある日の害獣駆除の折のことだった。

　いつものように景気良く攻撃魔術をぶっ放し、気持ち良く討伐を終わらせた後で、感じたことのない脱力感にヴィーは首を傾げた。いくら景気良く術を使ったとしても膨大な魔力は満量の魔術騎士たちを数人分あわせてもまだ多いはずだ。すぐに魔力が切れかけているのだと気付けなかった。

　だが、同行していた治療専門の魔術師がその様子を見てふと首を傾げた。

「もしかして、随分魔力が減ってます？　枯渇寸前みたいな疲れたカオしてますけど」

「……え？」

　それで初めて気付いた。確かに魔力がほとんど残っていない。その場は適当にごまかして無事に帰り着いたが、その魔力は何日経っても半分も回復しなかった。

　今までにない事態にヴィーは動揺した。そしてそんな時に唯一頼れる存在、師匠に泣きついた。

　弟子の診察をした師匠は、すぐに看破した。

　ヴィーは、妊娠していた。

　その結果にヴィーは大混乱した。

　魔女は、男性と性行為をしても、魔力が少しでも減っていれば男性の精液を吸い上げて魔力還元するため、妊娠しない。逆に言えば魔力量が満量ならばその可能性もあるのだが、ヴィーは威力誇示のためなにかと魔術を使っていたのでいつも多かれ少なかれ魔力を消費していた。だからいくらレオナルドに抱かれても妊娠することはないと勝手に思いこんでいた。

　だが、どこかのタイミングで結実してしまったらしい。

　魔女は妊娠するとその間の魔力は徐々に減っていき、最終的には最大値の一割から二割ほどまで激減する。それを知識として知ってはいたが、まさか自分がそれを経験するとは欠片も思っていなかった。

　愕然とした。めちゃくちゃ怖くなった。魔力の消失以上に自分の身体の中に子がいることに慄いた。

「それで、どうするの？」

「産みます」

　だが、師匠に訊かれた時、なんの迷いもなくするりと出た言葉に自分でも驚いた。産むと口に出した途端、選択はそれ以外にないと思った。諦めるという選択肢はまったく浮かばなかった。

　腹の子を諦めるのなら、魔術の行使によりなんの苦痛も伴わずそれを行うことは可能だった。

　だが、ヴィーは、レオナルドの子を産みたいと思った。

　せっかく宿った、愛する人との愛の結晶を放棄するなんてしたくなかった。

　だが、それをレオナルドに背負わせるわけにはいかなかった。

　彼は王子だ。いずれどこかの高貴な姫を妻として娶る身であり、婚外子がいることは決して名誉なことではない。そして、それなのにレオナルドはヴィーの身を心配する優しい人だった。誰より彼にバレてはいけない。そう思った。

　妊娠を打ち明けられたアンセルムはしばらくアタマを抱えていたが、それでも腹の子を護ることに異存はなかった。ただひとこと、『バカだな、ヴィー』とつぶやいただけだった。ヴィーは、困ったように笑っただけだった。

　師匠と相談して、しばらくは少し行動を控えた。

　幸いつわりは軽く、気分が悪くともごまかしが利く程度だったのも幸いだった。

　言動はいつもと同じだが、魔力行使に気を付けた。決して魔力が減っているとバレるわけにはいかなかった。誰よりレオナルドに疑問を持たれるわけにはいかなかった。

　それに、そもそもこの妊娠が表沙汰になれば、魔力の減っている今、おとなしくしている王太子派や、彼女に害意を持つ者たちがエルヴィーラに危害を加えたり、最悪殺害の危険すら有りうる。そういう意味でもバレるわけにはいかない。レオナルドがいない時には師匠かアンセルムができるだけ共にいてヴィーを護っていた。

　だが、安定期をいくらか過ぎた頃には、結局レオナルドにバレてしまった。

　いくらふくよかになってきたヴィーであっても、その腹の出具合をそういつまでも誤魔化しきれるわけがない。とある夜伽を求められた夜、とうとうヴィーはレオナルドの追求を躱しきれなかった。

　レオナルドは喜んでくれた。ヴィーは、もうそれだけで充分幸せだった。

　だが、やはり手元に置いて育てるわけにはいかないことはなかなかうなずいてくれなかった。エルヴィーラが愛妾であることは周知なのだから、子ができても不思議ではない。いずれ正妃を娶らねばならないかもしれないが、それでも自分の第一子として育てればいい。前例など過去にいくらでもある。レオナルドは主張したが、今だからそれをするわけにいかないと説明した。

　最大の理由は、未だ王太子に子ができていないからだ。レンストランドは王位継承権を男子のみに継承する。もし腹の子が男の子だったら、このままなら王太子の次の継承権はレオナルド、そして腹の子の順となる。王太子が素直にそれを認めるとも思えなかった。そして、魔女を嫌う貴族たちに、『魔女の血を引く王子の子』を認め敬う度量があるとは思えない。きっと蔑ろにされる可能性の方が圧倒的に高い。

　なにより、腹の子が男だろうと女だろうと、エルヴィーラの子の命を狙う輩は必ず現れる。子の命を守る方を優先するべきだった。

　……結局、最後まで嫌だと抵抗したレオナルドは、しかし結局子供を手放すことを承知した。再三ヴィーと師匠、アンセルムまでもが説得に回り、折れざるを得なかったのだ。

　ヴィーは一時的にレオナルドの元を離れることになった。師匠の知り合いからの頼まれごとをヴィーにやらせるという理由で、レオナルドの許可を得てノシュテット辺境伯領に行くという態だった。

　辺境伯領は昔から魔女に優しい土地だ。そして魔術研究庁としても繋がりの深い場所である。竜という脅威の存在のために魔力の強い魔女が赴くことにそれほど疑問を持たれることは無い。そこに子が産まれるまで極秘で匿ってもらうことになった。

　師匠と辺境伯の間でどういったやり取りがあったかは判らない。だが、師匠に送られて『扉』で辺境伯の邸に送ってもらった先で、ヴィーは温かく迎え入れてもらった。さすがに当主の邸というワケにはいかず、当主の長男が与る別宅に逗留することとなった。

　長男はノシュテット家ではたまにあるという先祖返りの特徴を僅かに顕したまだ若い男だった。もちろんヴィーには及ばないが男性にしては強めの魔力を持つというブルーノ・モンス・ノシュテットは、やたら女性の扱いに慣れていて、それがヴィー相手でも崩れることは無かった。

「難儀している女性がいたら助けるのは騎士として当然。それが庶民でも、もちろん魔女でもね」

　にっこり笑ってウインクなんぞ寄越す家主は、おちゃらけていながらもどこまでも紳士的だった。ノシュテット家の信用ある口の堅い医師をつけてもらい、食事にも気を配ってくれた。

　騎士団に所属しているというブルーノは、さすがに常に邸にいるわけではなかったが、それでも普段は騎士団の寮に住んでいるらしいところを団の許可を得てヴィーの滞在中はこの邸に帰ってきては、なにかとヴィーを気遣った。

　侍女やメイドなどの使用人もよく教育されているらしく、なにも聞くことなく、どう見ても訳アリの客人という名の居候の面倒をよく見てくれた。まさに致せり尽くせりで感謝しかない。

　ヴィーは、今後ノシュテット家や辺境伯領でもしなにか困ったことがあったら、それがどんなことでも必ず助けに来ようと心に決めた。

　そして滞在から三ヶ月ほどの後、予定より一ヶ月近く早く女の子が産まれた。

　陣痛が起こり出したところで、伝言鳥で連絡を受けた師匠が『扉』で駆けつけ、その誕生を一緒に喜んでくれた。やめておけというのに一緒にお産の場に立ち会ったアンセルムは、その衝撃と心配のあまり途中でぶっ倒れて呆れられた。

　可愛らしい女の子の赤ちゃんはアイナと名付けられた。金色の髪に緑の瞳で、それはそのままレオナルドの色そのままだった。両方ともよくある色合いだが、ヴィーが抱っこしているという点において、誰がどう考えてもレオナルドの子であろうことは想像に難くはない。

　一ヶ月ほどで産後の身体は回復し、魔力も元に戻った。そろそろ王都に、レオナルドの元に戻らねばならない。だが、やはり娘を連れて帰るわけにはいかなかった。

　産まれてしまえばやっぱり可愛くて、そのまま自分の手で育てたくなったがそういうわけにはいかないことは初めから承知だった。どう考えたってエルヴィーラの弱点にしかならない。この子に危害が加わることが怖かった。

　アンセルムなどはその可愛さのあまりに私が自分の子として育てるから連れて帰ろうなどと言いだしたが、それこそ女っ気もない堅物の男が一人で赤ちゃんを育てられるわけもない。

　確かに師匠とアンセルムが手伝ってくれれば護り切れる自信はあるが、それでも絶対とは限らない。

　迷いに迷った末、それでも結局は当初の予定通り、里子に出すという結論に至った。

　先方はノシュテット家の信用篤いとある商家の夫婦だった。夫婦は真面目な働き者で商売も堅実な信頼できる人柄だった。夫が病気で子ができない身体だというが、夫婦とも子供好きで、いっそ養子でも取ろうかという話だったのをブルーノが聞きつけて交渉していたのだ。

　夫婦は、訳アリの子であることを承知の上で了承してくれた。さすがに王子が父親であることまでは話さなかったが、とある高貴な人の庶子であるということだけは伝えた。

　辺境伯領では魔女は尊ばれる。魔女様からの預かりものとして大切に育てることを約束してくれた。

　いつでもいくらでも会いに来てくださいとその夫婦は言ってくれたが、娘が大きくなった時、親子関係を正直に話すかどうかは判らなかった。

　アイナを夫婦に引き渡す前に、どうしてもとせがんで師匠に『扉』で連れてきてもらったレオナルドが、やっと親子の対面を果たした。自分と同じ色の可愛らしい女の子を涙ながらに抱きしめたレオナルドは、やっぱり連れて帰るとしばらくゴネ倒したが、みんな同じ寂しい気持ちを必死に抑えていることをお互い言い合って無理矢理納得させると、やっぱり泣く泣く帰っていった。

　後から聞いた話、レオナルドとアンセルムは帰ってから二人で涙酒をかっ喰らって次の日揃って二日酔いになったらしい。

　こういう時は男の方が踏ん切りがつかないというのはどうやら本当らしいと、ヴィーと師匠は涙を浮かべて笑いあった。






　ノシュテット家を去る日。世話になったお礼にと、ヴィーはブルーノにとある魔術を教えた。

　師匠とアンセルムが先に帰ったからこその内緒の提案だった。

「禁呪？　おいおい、レディ。そんなもの、私に教えてどうしようというんだい？」

「あなたなら、使いこなせるんじゃないかと思ったんだけど。滅竜騎士になりたいとは思わない？」

「は？　私が？　そんな大それたものになれるとでも？　……その禁呪を覚えたら私でもなれるというのか？」

「使いように寄るわ。あなたのその先祖返りの筋力と魔力、そして明晰な頭脳があれば或いは、と思うのだけど。どう？　英雄になりたくはない？」

　挑発するようににっこり笑ったヴィーに、しばらく困ったカオで逡巡していたブルーノは、溜息をつくと気障に肩をすくめて見せた。

「……レディ。その誘い文句は魔性の毒だね。騎士としての矜持と少年の頃の憧れに強く作用する、正に魔女の囁きだ。良かろう！　このブルーノ・モンス・ノシュテット、英雄になってみようじゃないか！」






　……そして、その三年後。ブルーノ・モンス・ノシュテットはどうにかこうにかその禁呪『強奪』を駆使し、見事、滅竜騎士の称号を手に入れる。










＜　５　＞






　事態が変わったのは、ヴィーが王都に戻って半年が過ぎようという頃だった。






　王太子フレデリクが事故死したのだ。






　珍しく狩りに出掛けた先で誤って崖に転落し、そのまま帰らぬひとになってしまったという。

　もちろん一人で出掛けたわけではなく複数の従者や騎士、魔術師などを伴っていたはずだが、獲物を追って止める声も聞かずに従者を振り切って一人で森に分け入った結果の事故であった。

　多少の怪我なら随行した魔術師が即座に治癒するが、崖に落ちてしまったばかりにすぐには見つからず、発見された時には既に事切れていたという。

　誰のせいでもない、純粋に事故であった。

　その訃報に王城のみならず国中が震撼した。

　まだ三十歳前の若い王族の死はそれだけで充分衝撃的だが、レオナルドにとってもそれはあまりに悲しい出来事だった。

　決して仲の良い兄弟ではなかったが、それでもたった一人の兄なのだ。いくら仲違いをしようと命までどうこうしようという気などなく、どうにか気持ちを変えてもらうことに終始していたのはやはり兄に対する親愛の情があったからこそだった。

　その上、更にその悲しみに拍車をかけたのは、兄の行動の理由だった。

　レオナルドには知らされていなかったが、王太子妃が懐妊していた。

　結婚三年目にして待望の懐妊に殊の外喜んだフレデリクが、妻に滋養のつくものを手ずから獲りに行くと言い出して出掛け、無理をして獲物を追ったのはどうしてもその獲物を妻に与えたかったからだというのだ。その愛妻を想う気持ちが悲劇を呼んだのだと思うとあまりにもやりきれない。

　そして悲劇は更に続いた。夫の事故死を知った王太子妃が、その衝撃のあまり倒れ、流産を起こしてしまった。夫と漸く授かった我が子を一度に失い、心身ともに弱ってしまった王太子妃は、王太子の葬儀のあと実家へと戻ることを国王に願い出て、それは受け入れられた。

　半年の喪の後、レオナルドは王太子に就任した。

　それは決して喜ばしいだけの就任ではなかったが、兄が身罷ってしまった以上受け継ぐのは彼の責務であった。

　そしてそれは、エルヴィーラがレオナルドとの関係を終わらせる時でもあった。

　喪が明ける前の半年の間に正妃候補が選定され、喪が明けると同時にその主要な候補の姫君の家との交渉が進められた。

　元々が王太子を牽制する目的から始めた愛妾の地位だ。兄が亡くなり、レオナルドが王太子になり、そして正妃が決まればエルヴィーラが傍にいる必要はなくなる。いや、むしろ邪魔な存在にすらなりえた。

　レオナルドは、妃に決まった姫君に、エルヴィーラのことと娘の存在を正直に話した。

　そして姫君はそれをすべて受け入れ納得した。

　婚約が成立する前日の夜、レオナルドはヴィーを抱いた。それはお別れの、最後の同衾どうきんだった。

　涙を浮かべながら詫びるレオナルドを、ヴィーは笑い飛ばした。

　はじめから判っていたことだからと。ずっとこの関係が続くなんて思っていなかったと。まさか王太子様になるとは思っていなかったけど、せいぜいお嫁さんをもらうまでの関係だと承知していたからと。

　……愛した人に充分愛してもらえて、幸せだったからいいのだと。

　レオナルドはひたすら詫びた。そして、ずっときみとアイナのことを愛しているからというレオナルドに、ヴィーは首を振った。アイナのことは愛していて、でもあたしのことは愛してなくていい、奥様を愛してと。

　ちゃんと、あなたの家族を愛してと。

　それから、エルヴィーラは二度とレオナルドの寝室に呼ばれることも行くことも無くなった。

　王太子となったレオナルドは当然騎士団から離れることになり、討伐に赴くこともなくなったことで魔女エルヴィーラを連れて歩くことは無くなった。舞踏会にも当然婚約者を伴った。

　王太子は正妃を娶り、半年もしないうちに懐妊の報が知れ渡る頃には愛妾の噂も落ち着いた。

　王太子は妻を大切にし、妃も夫を愛した。

　夫婦仲は良く、穏やかな愛情で繋がった夫婦は子にも恵まれた。

　それを魔女エルヴィーラは素直に喜び、そして祝福した。

　彼女の涙を知るのはただ二人だけ。

　魔女エルヴィーラではなく、ただの小娘ヴィーが、押し殺すことにした想いを涙と酒で洗い流すのに付き合った師匠と兄弟子二人だけだった。










　父である国王陛下が病を理由に譲位を宣言したのはそれから二年後のことだった。

　王太子がまだ三十歳になったばかりであることを理由にまだ早いと止めたが、長子フレデリクを失ったことが皆の予想以上に王の心労になっていたらしい。どこがという特定の難しい不調や気鬱は魔術でも治しようが無い。結局周りからの説得もあり、レオナルドは早々に国王の座に就くこととなった。

　アンセルムも無事文官として入庁が許された。

　そしてそれからほどなくして、ノシュテット辺境伯領に於いて、ブルーノ・モンス・ノシュテットが竜を斃したとの報が入った。

　レオナルドの治世に於いて初めての滅竜騎士の誕生に国中が湧いた。

　滅竜騎士の叙任のため王都に上がったブルーノは、夜中にレオナルドに呼ばれ、娘の様子の話などをせがまれた。おそらく予想していたのだろう、いろいろと話を用意してきてたくさん話してくれたブルーノの前でレオナルドは泣いた。

　娘の存在を知るごく僅かな存在であり、現在まで他に漏らすことなく秘めていてくれている、気障で女性好きな騎士をレオナルドは好ましく思った。状況を察しているのだろう、敢えてエルヴィーラのことを訊かない配慮もありがたかった。

　滅竜騎士になってしまうと嫡男でも家を継げなくなるという法を聞かされても、『辺境伯当主よりも滅竜騎士の肩書の方が女性にモテそうなので構いませんよ』などと胡散臭い笑みを浮かべる男は、その後レオナルドの良き呑み友達となった。










　それから、表舞台を闊歩するのをやめたエルヴィーラは、師匠の家を出て一人暮らしを始めた。

　貴族である師匠の邸は使用人がいるため致せり尽くせりでなにもしなくても生きていられたが、その気の抜けた怠惰な現状を必要以上に心配されるのが苦になってきたからだった。

　アンセルムも入庁が決まった時点で邸を出ていたし、ヴィーが出ても問題はないはずだ。

　城から一時間近く掛かる街の外れの元は貴族の別邸だったという空き家を買い、そこに一人で暮らし始めた。レオナルドは魔獣討伐などの報酬をきちんとつけてくれたし、連れて歩く時の衣装や装飾品などの用意のための費用も過分に用意してくれたので、女の一人暮らしなら家を買っても余裕で暮らせるくらいの蓄えができてしまっていた。おそらく知らないうちに慰謝料代わりの報酬も入っているのだろう。

　放っておくと酒浸りの生活になるのを危ぶんだのかもしれない。そのうち師匠からちょいちょいと依頼が来るようになった。それをのんびりこなしながら、ヴィーはのんびりと生きることにした。

　そんな怠惰な日々を過ごしていたある日、ノシュテット辺境伯領へ赴く依頼が来た。

　竜による攻撃から街を護る『壁』を張るための魔力の注入の依頼だった。竜の存在はもちろん知っていた。興味もとてもあったが、半年足らずのブルーノ邸滞在の間には見ることがなかった。未だ見ぬその姿を見てみたいという興味もあったが、何よりノシュテット辺境伯に受けた恩を返す良い機会だと思えた。そして、もし許されるなら、ひと目でも娘の姿を見たかった。

　初めての仕事はウィルマ宮だった。魔女エルヴィーラの名前だけは知られていたらしい。その魔力にモノを言わせて魔力注入の仕事を首尾よく終わらせたエルヴィーラは、初めて魔力枯渇を起こして動けなくなった。すっからかんではなかったので昏倒まではいかなかったが、それでも会話が辛うじてできる程度で身動きができなくなった。眠って食事を摂って休んでいればある程度は回復しただろう。

　だがあえて、魔女エルヴィーラは騎士との性交渉を選んだ。

　レオナルド以外の男性に抱かれることで、もう二度と彼とはない事実を実感した。

　無理矢理ただの魔力供給だと割り切った。嫌だと思う気持ちは目を瞑っているうちにごまかされた。

　相手がレオナルドでないのなら、それが誰であろうとどうでも良かった。

　辺境伯領での仕事のたび、その行為は繰り返された。

　初めての時は家に帰れるだけの量をもらったが、徐々にその量、ひいては相手の男の人数も増えていき、やがて満量まで奪い取るようになった頃にはすっかり淫乱、色狂いという評価が定着していった。

　膨大な魔力を蓄えるためにはどうしても人数が必要になるが、それでも妻や恋人がいる男は絶対にその中には入れなかった。それだけが、エルヴィーラの誠実さだった。

　そして、仕事が終わると、エルヴィーラは娘に会いに行くようになった。初めは両親の知り合いのようなカオをして必死に泣くのを我慢しながら可愛がっていた娘は、レオナルドにとてもよく似た優しい笑顔でにこにこと笑う可愛らしい子に育っていた。さぞ両親に可愛がられて育っているのだろうと安心した。きっと自分ではこうはいかないだろうと思ったら、寂しいけれど二人に預けて正解だったと思えた。

　娘に逢いたくて、ヴィーは辺境伯領行きの依頼はすべて引き受けるようになった。

　陛下への報告は、初めは書類だけで許されていたが、ある時、師匠が娘と会っていることをバラしたらしい。突然レオナルドに呼び出されて娘の様子を聞きたがられたことからそれ以降直接報告に行くことになってしまった。

　それから十年ほど経った頃、娘が僅かながら魔力を持っていることを聞かされた。そして、いつの間にか両親が、年に何度か会いに来る綺麗なお姉さんが実は生みの母であることを教えていたと聞かされた。どのように話されたのかは判らないが丁寧に説明してくれたのだろう、アイナはそれをちゃんと受け入れてくれたらしい。

　育ての親はパパママと呼ぶ娘が初めて気恥ずかしそうにお母さんと呼んでくれた時、ヴィーは思わずその場で泣き崩れた。お父さんにも会わせてあげたいけどすぐには無理だと詫びると、アイナはすぐでなくていいけど、いつかはと願った。必ず、とうなずいたその約束は、それからかれこれ八年近くも後に果たされることになる。

　そして、その二年後。国王レオナルドの嫡男エドヴァルドが十歳になったのを機に、立太子の儀が執り行われた。

　その頃には既に国王には三人の男の子と一人の女の子がいて、末っ子は一歳の男の子だった。王妃との仲はとても睦まじいと評判だ。

　その日、ヴィーは、禁呪を行使した。『不老』の術だった。

　以前、あれは師匠の研究庁の書斎を吹っ飛ばして片付け罰当番をやらされた日。レオナルドと初めて肌を合わせたあの日のことだった。難儀して片付けていた山のような本の中に、禁呪についての記載を見つけて気になった。それから暇を見つけては邸の師匠の蔵書を漁ってその術を探し、やがて見つけた。最初は単純にただの興味だった。難しい術式であるほど試したくなっていた時期で、自分で使う気は無かったが純粋に興味だけで覚えたはずだった。

　術は成功した。ヴィーは以降老化が極端に遅くなった代わりに、その代償として二度と子を持つことができなくなった。

　魔女エルヴィーラは、これ以降何年、何十年経っても三十代前半程度にしか見えない若い美貌でずっと存在し続けた。

　当然、師匠は怒った。久しくこんなに怒れる師匠を見た覚えが無いくらいに烈火の如く怒って、そして泣いた。アンセルムにもめちゃくちゃ怒られた。なんでいつもなにかやらかす前にひとこと相談しようという気が無いんだ、なんでいつも事後報告なんだ、何のための師匠と兄弟子だ、少しは頼れよと怒られた。

　三十歳を過ぎても相変わらず怒って心配してくれる師匠と兄弟子に感謝しながらも、それでもヴィーは、ごめんとひとこと謝って、そして後悔はないと笑った。

　もうレオナルド以外の人の子を欲しいとは思わない。淫乱と呼ばれるほどに違う男に抱かれている身で、間違っても誰の子かも判らない子をアイナの弟妹にする気はないからむしろそれは都合がイイと嗤った。

　本心でありながら自分を貶めた物言いに眉を顰めながらも、師匠はそれで納得しなかった。それなら『不老』化する必要はない。妊娠を防ぐ方法もすぐ思いつく。

　夜中までしこたま呑ませて酔わせて吐かせた。

「……だって、年喰ってからでも、それでもキレイな頃のまんまのあたしを見せたいんだもん。レオナルドさまの魔女はいつまでたっても若くキレイだって。そんで、もし、もしもお妃さまが先に亡くなってレオナルドさまがさびしくなったら、そんとき、おそばに呼んでもらえたなら、キレイなままのあたしでいたい。だって、十年たったって、いつまでたったってすきだもん。きっと、死ぬまですきだもん……！」

　わあわあと泣きながらやがて師匠の膝枕で寝入ってしまったヴィーを、師匠は自分も泣きながら抱きしめた。難儀な恋をしている難儀な弟子を哀れに思って一緒に泣いた。

　同じ勢いで酔っ払ったアンセルムは、『ここだけの話だけど！　一発でいいからレオナルドさまを殴りつけたい！』と吠えてから寝落ちした。

　それでも、時が平和に過ぎて行けば、少しずつその傷も想いも癒されていく。レオナルドの治世は安定していて、大きな騒動も事件も無く比較的平和に時は流れて行った。

　その頃にはヴィーもレオナルドと対面しても動揺しなくなっていたし、帰ってから泣くことももうなくなった。愛情が無くなったわけではないけれど、隠せないほど子供ではなくなっていた。

　ヴィーは相変わらず辺境伯領に行くと娘に会い、可愛らしく娘らしく成長していくアイナの姿に目を細めた。アイナは少しくらいの魔力はあったが魔女と名乗れるほどに多くはなさそうだった。見た目通り父の血の方が強く出たらしい。その方がいいと思った。

　十八歳の成人の折り、初めてレオナルドは大きくなった娘と対面した。自身とよく似た風貌の娘が出会った頃のヴィーより大きくなってはにかんだ笑みを見せていることに、言葉が出ないほどに感動して泣き崩れたレオナルドは、今まで会えなかったことをひたすら詫び、それでも忘れたことなど一度も無かったと更に泣いた。そして、もし願ってくれるのなら今からでも姫として城に上げることもできる、できることならば一緒に暮らしたいと言ったが、さすがにそれは断られた。

　それでも父であること、父と名乗ることを許してもらったレオナルドはそれだけでもう充分嬉しかった。

　それから四年後、アイナは結婚した。相手は家と取引のある他所の街の商家の息子で、仕入れなどで訪れるたびに仲良くなってきた二人は次第に想い合うようになっていったという。真面目で働きぶりもしっかりしている好青年で、この男ならと育ての親二人が両方ともに認めたという人物だった。

　世間的にもそれほど早いわけではない娘の嫁入りを、ヴィーは素直に喜んだ。そしてレオナルドはめちゃくちゃ動揺した。やっと会えたのにもう余所の男に取られるのかと嘆いたが、それでも最後には素直に祝福し、式にも参列させてもらえるよう願ってそれは叶えられた。

　レオナルドは、持参金代わりにと自分と娘の瞳の色である緑色の宝石が五粒あしらわれたネックレスをつくって贈った。もし、万が一生活が立ち行かなくなった時、それを売ってお金にしなさいと。彼はそんなに商売下手じゃないわと笑ったが、娘は素直に受け取ってくれた。

　師匠とアンセルムも一緒に参加させてもらった結婚式は、こじんまりとして素朴ではあったが、みんなが嬉しげな笑顔で溢れていて、エルヴィーラにとっても幸せな光景だった。

　翌年にはすぐ女の子が産まれた。ヴィーはおばあちゃんになった。

　レオナルドはヴィオラと名付けられた孫娘を抱かせてもらってまた泣いた。

　お父様はすぐ泣くわね、それでよく国政が務まるねえ、と笑われた。カオを合わせるといつも必ず泣き出す父を、娘は泣き虫だと笑った。亜麻色の髪は父親に似たが、自身の緑の瞳は受け継がれて、それがレオナルドには更に嬉しい。

　レオナルドは、今は幸せの涙だからいくら泣いてもいいんだよと笑った。






　だが、三年後、その涙は慟哭に変わった。

　アイナとその夫が強盗に襲われ、その命を落としたのだ。










＜　６　＞






　娘夫婦と孫は、よく三人で他所の街の商店や製造元などを旅行がてら馬車でまわっていた。時には数日かけて結構な遠くまで行くこともあった。その道程の途中で襲われたのだという。

　夫婦は評判になるほどに仲が良く、アイナは待っているより一緒に行った方が楽しいと仕事にも一緒についてきていた。それが仇となった。

　襲われた直後、アイナからヴィーに助けを求める伝言鳥が来た。ヴィーは辺境伯領に直ちに連絡して騎士の出動依頼をすると同時に自分も現地に赴いた。だが、『扉』は文字通り扉があるところにしか行けない。いくら最短でも辿り着いた時にはもう遅かった。

　荷も金もすべて奪われ、馬も殺され、それでも娘を必死に抱えて庇った状態で事切れているアイナを見つけてヴィーは泣き叫んだ。だから馬車に扉をつけてくれと言ったのにと泣いて怒った。そうしてくれたらすぐに助けに行けたのに、返り討ちにしてやったのにと悔し泣きに暮れた。

　万が一の時のためにと与えていた防御魔術の掛かったペンダントは、ヴィオラに掛かっていた。そのおかげだったのだろうか、血塗れだった孫がそれでも本当に微かに息をしているのに気付くと、ヴィーは全神経を尖らせてその治癒に全力を傾けた。一気に治してしまえる大人と違って子供は魔力の力加減を間違うと過剰な威力のために後遺症が残ることがある。それは意地でも避けなければならない。

　斬られた傷を一筋も残さないよう慎重に、しかし素早く治した。血を増やし、栄養をまわし、心臓や脳に負荷を掛け過ぎないよう気を付けながら、その小さな身体をなんとしても救うため、ヴィーは今までにないほどに真剣に必死に治癒を施した。

　無事に正常な寝息を立てだした頃には安堵のあまり気が遠くなりかけた。

　怒り狂って犯人を捜した。先に騎士が犯人たちを見つけて捕縛すると、あたしに殺させろと叫んで暴れ、手に負えなくなって呼ばれた師匠に一喝され取り押さえられた。

　葬儀のあと、ヴィーは孫を引き取ると宣言した。

　ヴィオラはまだ三歳ながら明らかに魔力の強さを感じていたからだ。

　アイナは、それが判ってから、もしこの子が魔女になりたいと言ったらお母さんが師匠になってあげて欲しいと願った。そんなガラじゃないわよと笑ったが、それでももしそんなコトがあったらねー、とうなずいておいた、それは確かに約束だった。

　己の師匠のことを考えれば、自分が同じようにこの子に魔術を教えられるかなどとても自信はなかった。兄弟子と自分を違うやり方で教えながらも、双方ともに立派な魔術師として育て上げた師匠のように、自分がこの子を導くことができるだろうかと不安は尽きなかった。それでも、娘の残したこの可愛い孫を他の魔術師に任せるなどしたくはなかった。娘と暮らせなかった分、今度こそ自分の手で育てたかった。

　アンセルムももうあと数年で五十歳に手が届き、既に引退した師匠に代わり現在副魔術師長の任についていた。結構イヤだが頼めば相談にくらい乗ってくれるだろう。だって兄弟子に相談すると、まず自分の生活態度から改められそうだし。いきなり不養生と酒の量から指導が入りそうで面倒だ。

　難儀しながらそれなりにがんばった。迷い、困り、師匠に相談しながら教えた。

　ヴィオラを育てるため、アンセルムからまわされる魔術庁からの依頼もこなした。まだ小さいうちは、家を空ける時には師匠かアンセルムに孫の面倒を頼んだ。

　国王に対して辺境伯領での報告のついでに話される内容は孫の成長の話に変わった。早く連れて来いと急かされたが、正式な弟子の修行を始めるまではダメだと蹴り続けた。

　ヴィオラには、敢えて孫であることは伏せて、師匠と呼ばせた。『不老』の術を使ったせいで三十代程度にしか見えないエルヴィーラにとって、おばあちゃんと呼ばれて違和感があるコトもさることながら、レオナルドを祖父と知らせて呼ばせてやれないことにたいする後ろめたさがあった。

　ヴィオラが七歳の頃、レオナルドの妻である妃殿下が亡くなった。ある日突然倒れてそのまま逝ってしまったという。原因は後に脳の血管が突然切れたと判った。

　いきなり王位を継いでから三十年近く添った妻の死を、レオナルドはいたく哀しんだ。

　そして、ヴィオラが十歳になる前に、師匠アレクサンドラが身罷った。八十歳を過ぎて大往生といっていい年齢だった。

　今まで散々心配と迷惑を掛けたことを詫びると、病床で師匠はバカねと笑った。

　確かに心配は散々したけど迷惑だと思ったことは一度もないわと。あなたは私の娘で、アイナは孫で、ヴィオラはひ孫だと思っていると。結婚はしなかったし子供も産んでいないけど、あなたとアンセルムと家族でいられてとても幸せだったと微笑まれてヴィーは泣いた。

　親を知らないヴィーが子育てをできているのは、師匠に注いでもらった愛情を知っていたからだった。

　修行は厳しくよく叱られたが、それでも普段はとても愛情を注いでもらっていた。産んでもらってはいないけれど、師匠は確かに師匠であると同時に親代わりでいてくれたのだ。

　それを今更亡くなる前に実感したヴィーは、親不孝な娘でごめんなさいと師匠に縋って泣いた。

　そう思うのならその分ヴィオラを大事に育ててやりなさいと師匠は微笑んだ。

　果たして何度師匠の前で大泣きしたことだろう。何度一緒に泣いてくれただろう。

　だが、それもこれが最後だった。

　師匠が亡くなってからしばらくして、ヴィオラが十歳になるとヴィーは本格的に魔術を教え始めた。

　元々それなりに素養があったのだろうが、三歳の頃から見てきたヴィーの魔術を見取り稽古というかたちでなんとなく覚えてもいたのだろう、驚くほどに吸収が早く、次々と新しい術を覚えて行った。

　アンセルムは、きみが来たばかりの頃を思い出す、と苦笑した。それほどに覚えるのが早かった。

　その頃には既に魔術師長になっていた彼は、入庁する若い魔術師をこれまでたくさん見てきたことで、ヴィーが如何に規格外だったのかを改めて実感しているのだろう。そしてその孫が同じように規格外なことに血を感じているのだろう。

　ヴィオラは十歳を過ぎると留守番も一人でするようになった。家事もなんとかできるようになってきた。

　子供の成長は早い。あっという間に大きくなっていった。アイナのそんな光景も見たかったと今更思う。

　しばらくして、城に上がる時、修行を始めたんだからと再三せがまれるレオナルドの我儘に負けて、たまにだがヴィオラを連れて行くようになった。

　レオナルドは大歓迎だったが、それでも祖父と名乗ることはできなかった。

　子供だった女の子が娘になっていくのは早い。やがてヴィオラは恋を知った。

　相手は、現ノシュテット辺境伯の次男であった。数年前からドリテア宮で騎士として働いていたのを知っていて人柄は知っていたが、過日、領地にて見事竜を斃して滅竜騎士として叙任された青年だった。

　つくづくノシュテットの地に縁がある、とヴィーは笑った。

　それをレオナルドに言うと、彼ならば、とは思うがまだ十六歳だろう、まだ早い！　と渋いカオになった。

　恋愛には疎いらしいノシュテットの次男坊は結構な朴念仁で、ちっともヴィオラの恋心には気付かなかった。だが、ヴィオラが十八歳になってしばらくして二人の間にそれでもいろいろとあったようだ。挙句、突然魔女になったという報告とともに無事付き合うことになったらしい。

　自分の時と違ってヴィオラはものすごく幸せそうだったから、それならまあいいと認めた。見たことも無い白金の杖を見て、それがヴィオラの望んだことだと判ったからだ。

　いきなりヴィオラの耳に滅竜騎士のピアスが嵌められていたのには失笑したが。

　魔力測定の時、アンセルムがそんなことになっていたのなら教えてくれればと文句を言っていたが、なんかいきなり仲良くなったみたいよ？　と笑うと小難しいカオをして一度ラーシュを問い詰めた方がいいだろうか、などと唸っていた。ここにうるさそうな舅がいるー！　と笑って茶化したら真面目に怒られた。

「ヴィオラが望んだことで、今も幸せそうだからいいのよ。あたしと違ってちゃんと好きな人と一緒になれて、一生一緒にいられるんなら、それで」

　にっこりと笑うと、アンセルムは複雑そうなカオをした。

「本当に結婚することになったら教えてくれ。ちゃんと祝福しよう。師匠とアイナの分もしっかりと」

「ん、ありがと。ご祝儀は弾んでね♪」

　やれやれ、と肩をすくめる兄弟子の気遣いを嬉しく思いながら、ヴィーは出していなかった報告書を難儀して書いた。










　そして、その書類を提出しに行った、その夜。

　人払いをされた執務室で、ヴィーはレオナルドと対面した。書類にひと通り目を通してそれを受け取ってから、レオナルドは帰ろうとするヴィーを呼び止めた。

「話がある。ヴィー」

「……なに？」

　こういう場で、二人きりで、ヴィーと呼ばれたのはそれこそ四十年ぶりぐらいだろうか。

　その呼ばれ方のせいで妙に緊張してしまった自分を笑いながら、ヴィーはレオナルドを見た。

「私は、そろそろ退位をしようと思っている」

　ヴィーは穏やかにうなずいた。もう七十歳になろうとしているレオナルドは、もういつ退位をしても不思議ではない年齢だった。むしろ疾とうに譲って隠居してもいい年齢だったが、エルヴィーラとヴィオラに会える機会が無くなるだろうが、と嘘か本気かよく判らないことを言ってずっと笑っていた。

「何年か前から少しずつエドヴァルドに政務を譲ってきたが、もう少ししたら辞めようと思っている」

「そう。今までご苦労様でした。それでいつ辞めるの？」

「ヴィオラが結婚したら、だな。ようやくこれで、気がかりだったことがすべて片付く。残りは一つだ」

　今日の夕方、ラーシュが直接ヴィオラとの結婚を正式に奏上に来た。貴族の結婚は本来書面にて届け出をし、同様に書面にて王が許可を出す。余程何かない限り却下されるようなことはまずもってないはずだが、ラーシュが庶民の魔女であるヴィオラと添うのに後ろ盾が欲しいのだろうと納得した。口頭にて許可を出すと、いつもの仏頂面が嬉しそうに微笑んだことでよほど嬉しいのだろうと苦笑した。それで許した。

　まさか実の祖父に結婚の許しを請いに来たとは思っていないだろうが。

「残りの一つはなに？」

「きみだよ、ヴィー」

「あたし？　なんで？」

　真面目に判らなくて首を傾げたヴィーに、レオナルドは苦笑した。そして、おもむろに立ち上がるとヴィーの足元に膝をついてその手を取った。






「愛してる、ヴィー。私と一緒に隠居してくれないか」






　ぽかんとしたヴィーは、思わず言葉を失ったが、昔のようににっこり笑ったレオナルドの妙に可愛い笑顔を見つめてからとうとう吹いた。
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「なかなか斬新なプロポーズよね」

「そうだろう？　これでも結構考えたんだぞ」

「その割にロマンティックさに欠けるわ」

「その代わり、想いに年季は入ってるから勘弁してくれないか」

　立ち上がったレオナルドは、楽しげに笑って言った。

「妃が亡くなってからもう十年が経った。もういいんじゃないかとエドヴァルドが言ってくれてね」

「……そんな気が利いたの？　あの子」

「意外だろう。私も驚いた」

　笑いあってから、レオナルドは静かに微笑んだ。

「なにを今更と蹴られても仕方がないとは思っている。四十年も前に捨てた愛人にどの面下げて縋ろうとしているのかとね。でも、やっとこれで、きみに手を伸ばしても誰にも咎められない立場になれるんだ。死ぬ前に自分の心に正直になったっていいだろう？」

　目を細めて微笑んだレオナルドの笑みは、五十年前の出逢った頃とちっとも変わらない。

「妻が生きている間は妻を愛していたよ。それは噓じゃない。でも、年を取って、アイナが亡くなって、妻が亡くなって、子供たちも皆それぞれ家族をつくり手元から旅立っていった。もう私のことを一番に愛してくれる者は誰もいなくなってしまった。きみもそうだろう。ヴィオラが嫁に行ってしまったらもう一人になってしまう。だから、寂しい同士、一緒にいてくれないか？」

　レオナルドが微笑むと、ヴィーはいたずらっぽく笑った。

「あら、そんな理由なの？　あたしが欲しいんじゃないんだ。なら断ろっかな？」

「おや、失言」

　ふふっ、と笑ってから、レオナルドはヴィーをその腕に包んでそっと抱きしめた。






「そんなわけがないだろう。愛していると言ったはずだよ。きみじゃなきゃ要らない」

「ん、上出来」






　嬉しいのを隠して余裕の笑みを浮かべたら、途端にくちづけられた。かれこれ四十年ぶりのキスだ。

「……意外と強引？　四十年の間に手が早くなった？」

「いつまでも好きな子に手を出せなかった奥手な第二王子じゃないよ、私も。その証拠に、ほら、まだ一応現役だ」

「…………マジ？」

　抱きしめられて密着したその下半身の様子に気付いてヴィーは目を丸くする。

「しばらく使ってないから最後まで使用に耐えるかどうかは判らないがね。試してみていいかい？」

　楽しそうに言うレオナルドに、ヴィーが笑った。






「ちゃんと満足させてくれないとイヤよ？」

「鋭意努力するよ。でもお手柔らかに、私の魔女殿」






　そしてその夜、ヴィーは四十年越しの想いを成就させた。










　それから、それでも半年近くの時間が必要だった。

　ヴィオラが競技会での仕事を認められ、ドリテア宮でエルヴィーラの代わりに魔力注入をし、役目を果たしたばかりでなくラーシュの二頭目の竜を斃す手助けに尽力したとして魔女としての力を認められた。

　教えるべきこともすべて教えた。もう、傍についていなくても大丈夫だと思った。

　ヴィオラをラーシュに託したら、ヴィーはレオナルドの元に行くことを選べる。

　アンセルムは祝福してくれた。こんなに嬉しいことは無いと喜んでくれた。師匠が生きているうちに聞かせたかったと泣きそうなカオで微笑んでくれた。

　今までのヴィーのすべての気持ちを知っていて、一緒に泣いて怒って喜んでくれて、ことによってはヴィーよりも憤ってくれた大切な家族は、自分のことのように喜んでくれた。

　大の苦手だと公言していた大好きで大切な兄弟子に、これ以上心配を掛けなくていいことが本当に嬉しくて、今までごめんと謝ったら、今更だと笑われた。

　手の掛かり過ぎる妹弟子のおかげで自分まで波乱万丈な人生だったような気がしているよ、と笑われて言い返そうかと思ったが、確かに自分は心配をかけ通しだったが彼を心配したことなどほとんど覚えが無くて、つくづくごめんと苦笑した。

　レオナルドが退位を宣言した夜、ヴィーは家を出た。

　ヴィオラが自分を祖母だと判っていたのには驚いたが、おそらくいろんなところからいろんな情報を得て考えたんだろうと推察した。

　あえて否定も肯定もしなかったが、それで通じるだろうと思った。










　そして、魔女エルヴィーラの役目は全部終わった。

　彼女は今、ヴィーという元の名に戻って愛する人と共にいる。

　叶わないと思っていた、不可能だと思っていた、誰にも邪魔されずに二人で一緒にいられる幸せな場所で、レオナルドとヴィーは身を寄せ合って生きている。

　それが果たして何年続けられるのかは判らない。

　それでも、今際の際まで共にいて愛するひとを看取れるのなら、それで涙が枯れる程泣いたとしても、どんなに幸せだろうかと思うのだ。

　これが、一生をかけてでも手に入れなければならない恋だったかどうかは判らない。

　でも、ヴィーは一生をかけてでも欲しかった愛を手に入れた。

　だから満足なのだ。

　例え明日、この命が潰えたとしても。







了



















番外編　　薬屋魔術師の恋












　もう遅い時間だというのに、ガンガン、と割と容赦なく叩く扉の音に何事かと思いながら、スティーグ・メイエルは玄関に向かった。

　薬屋を営むスティーグの店には、開店時間外にも緊急に薬を求めてこうして訪れる客がたまにある。

　夜中に子供が熱を出したとか、朝方に二日酔いで仕事に行けないとか、体調を崩す者たちが駆け込んでくるのだ。穏やかな気性で優しげな顔立ちのスティーグは、そういった要望にも嫌なカオひとつせず対応してくれることで近所の人たちに受け入れられ頼りにされていた。

　今日もそんなお客が来たのかと思ったのだが、扉を開けてみて目を丸くした。

「カーリン。どうしたんだ」

　驚いたのは妹弟子が突然訪ねてきたことではなく、その格好だった。

　若い娘なのに普段は見た目や衣装などにとことん無頓着で、髪はぼさぼさで整えず、よれよれの魔術研究庁の制服を小汚くても気にせず着てきて、よほど目に余るとつい身ぐるみ剥いでスティーグが洗ってしまうようなお節介を焼くほどにずぼらなカーリンが、今日はものの見事に化けていた。

　アイスブルーのドレスにヒール、髪も綺麗に整えて同色の髪飾りで飾っていて、薄く化粧もしている。いつもの野暮ったい黒縁眼鏡ではなく銀色の細いフレームの眼鏡は賢そうな印象で、いつもこっちにすればいいのにと思わせた。背の高いカーリンにその細身のシルエットのドレスはとても似合っていたし、元々の顔立ちはそう悪くないカーリンはなかなか化粧映えしていて綺麗だ。

　普段とはまるで違う妹弟子の姿に目を丸くして立ち竦んだスティーグに、カーリンは小首を傾げた。

「スティーグ、邪魔していい？」

「あ、ああ」

　身体を開いてカーリンを通すと、扉を閉めて鍵を掛ける。もう今晩は客が来ないことを願うばかりだ。

　勝手知ったる兄弟子の家、カーリンは居間のソファにどっかり座ると、背もたれにもたれ切って天井を仰いだ。

「……あー、疲れた。スティーグ、お水ちょーだーい。喉渇いたー」

「呑んでるのか？　酒臭いぞ」

　横を通り抜けた時にしたアルコール臭を指摘すると、カーリンはへへっと笑った。

「まーねー。めでたいコトだから今日はいいんだよ。タダ酒はしっかり呑まなきゃ」

「ちゃんとなんか食べたのか？　空きっ腹で呑むだけじゃ悪酔いするぞ。シチューで良けりゃ今日の晩メシの残りがあるけど？」

「あー、スティーグのシチュー！　しばらく食べてないなあ。クリーム？　ブラウン？」

「ブラウン。キノコたっぷり」

「うわあああ、あたしの好きなヤツやんか。めっちゃ魅力的だけど、まあ、今はいいよー。結構おなかいっぱいなんだ」

「ならいいけど。なんなら帰りに持ってけば？　鍋は今度返してくれればいいし」

「やったあ。そーする」

　どうせ一杯じゃ足りないだろうからと両手にコップと水差しを持ってきたスティーグは、ドレスだというのに足を組んでふんぞり返っているカーリンを見て溜息を吐いた。

「せっかくそんな綺麗な恰好してるのに行儀悪いな。誰だよ、そんな躾をしたのは」

「ししょーとスティーグだろー。あたし悪くないもん」

「はいはい、俺達が悪いよ。悪いからおまえが自分で直しな」

「やーだ。このままの方が楽だもーん」

　せっかく綺麗な恰好をしているのに、酔っ払っているせいもあってか言動はいつもより更にラフだ。水をがぶ飲みしているカーリンに追加を注いでやりながら、スティーグは一瞬でも妹弟子に見惚れた自分に苦笑する。

　満足して飲むのをやめたコップを取り上げてテーブルに水差しと共に置いてから、スティーグはカーリンの隣に座って訊いた。ついでに、目の毒な、めくれ上がったスカートの裾を直してやる。

「それで、今日はなんでそんなにドレスアップしてるんだ？　めでたいコトって？」

「んー？　友達のね、結婚式にお呼ばれしてねー、参列したの。花嫁さん、すっごくキレイだったよー」

「へえ。結婚式に出るような友達がいたのか。魔術庁の人？」

「んーん、準職員」

「ああ、人が足りない時に手伝ってもらう外部の人ってヤツか。ってコトは、花嫁さん魔女？」

「うん。スゴいんだよー。あたしの倍以上魔力あるんだよ、その子。だけど結婚するからっていうんで入庁しなかったの。もったいないっしょー」

「え、おまえの倍？　そんなあるの？　深紅の魔女エルヴィーラ様もかくやってくらいってか？」

「あー、そのエルヴィーラ様の弟子よ、その子」

「は？」

「前に言ったじゃん、新しく友達になった子のお師匠様に薬草の粉砕の術式を教えてもらったって」

　思わず声を上げてから、数ヶ月前に聞いたコトを思い出した。

「ああ、あの時の、って、え、エルヴィーラ様の弟子!?　それは聞いてないぞ!?」

「えー、そーだっけー？　ま、とにかく、その子の結婚式に出てたんだよ」

　テキトーに答えながら、カーリンが笑う。

「式に出たのはいいんだけどねー、参列者がえっらいメンツでさー。びっくりよ、もー。さすがに緊張したもんだから、その後の披露パーティーで気ィ抜けてつい呑み過ぎちゃった」

「おまえが緊張？」

「いや、だってさあ、手ぇ伸ばして届くような範囲に国王陛下と王太子殿下がとか、ありえなくない？　こちとら生まれは貴族っつったってほとんど存在忘れられてる程度の小娘だってーのにさ」

「はあ!?　ちょっと待て？」

　酔っ払いの説明だからだけじゃない、一体ナニを言っているのか、ダレの結婚式に参列してきたのか、さっぱり判らない。普通なら出てこない雲の上の方々の名前まで出てきてはもう更にワケが判らない。

　スティーグは困惑しきりな様子で改めて訊いた。

「カーリン、改めて訊くぞ。ダレの結婚式に出席してきたって？」

「だーかーらー、ヴィオラだよー。エルヴィーラ様の弟子の、ヴィオラ。こないだ国王陛下の孫姫様っていきなり公表されたっつー、降って湧いたお姫サマの」

「……あの!?」

「うん、そのー。あたし、ヴィオラの初めての友達だからねー。一緒に遊びに行ったし、一緒にごはんも食べたし、酒呑んで暴露話もいろいろしたし、ウチでお泊りもしたし。仲イイんだよー、あたしら」

　へらへら笑う妹弟子をつい驚いて見つめる。

　庶民の魔女が突然国王陛下の庶子の娘、王族の姫になったという大事件は、城下でも随分大騒ぎの話題になっていた。ヴィオラが使っている薬の材料や食材の店などは、直接彼女を知っていることもあり、すかさず『ヴィオラ姫様御用達！』などと銘打って商売に繋げようとする商魂逞しさに笑っていたものだが、まさか妹弟子が直接の知り合いだったとは。

　いや、どっかで聞いた名前だとは思った。思ったが、まさか同一人物だなんて思うわけがない。

　いくら同じ王都に住む魔女といえど、同じくらいの年の娘とはいえそれなりにたくさんいるのだからみんな知り合いのワケはない、そう思っていたのに見事に予想を覆された。

　その上、ヴィオラ姫が結婚といえば、そのお相手はかの勇名轟く滅竜騎士ノシュテット様だったはず。そんなヒトと関わることなどついぞ及びもつかないスティーグはつい唖然とした。

「……滅竜騎士様、見た？」

「見た見た。もちろん見たよ。初めて会わせてもらった時からヴィオラにベタ惚れだったけどさ、それでも普段は一応澄ましたカオしてたのに、今日はもうダメだったね。いやもー、カオはいっしょーけんめー平静を保とうとがんばってたけど、ヨメにデレッデレだった、あのヒト。ホントにもー、相変わらずヴィオラにベタ惚れなー。呆れるの通り越して笑うわ」

「……そう、なのか？」

「そーだよー。なんか世間では二頭目の竜を斃した滅竜騎士様んトコに恋人だった姫君がご褒美で降嫁を許されたみたいな話もテキトーに流れてるけどさー、そんなんなくてもあの二人、元々結婚する気だったし。元はヴィオラの片想いだったみたいだけど、いざ付き合いだしてみたらノシュテット様の方がヴィオラをどろっどろに溺愛しててさー。見ててこっちが砂糖吐きそうなくらい甘々な台詞を吐く恋人で、あの強面な三白眼で、へーきで人前でもヴィオラにキスとかしてさー、めっちゃ独占欲の塊だったし」

「へ、へえー……。想像、つかないな……」

「でしょー！」

　へらへら笑うカーリンは、どうも相当に酔っ払っているようだ。カーリンは酔い過ぎるとよく喋るようになる。それも、あまり世間的に堂々と大声でしゃべるのはよろしくなさげなネタだ。普段緩くテキトーな受け答えをしている分、その饒舌さはちょっとしたギャップだった。

　そんな時の一番の話し相手は誰あろうスティーグと師匠で、無意識に自分が信用している相手を選んでしゃべっていると思われた。だが、今日は聞いていてちょっとノシュテット様が気の毒な言い様だ。

「滅竜騎士様はそんなに姫君が好きなのか」

「そりゃあもう！　でもね、スティーグ、間違ってるよ。姫君じゃないんだよ、ヴィオラが好きなの。普通の女の子で魔女のあの子が好きなの。姫様じゃなくって、あのヒトはヴィオラが好きなんだよ」

　スティーグの僅かな言い方の表現にツッコミを入れてから、カーリンは、ふと言葉を切った。

　そして組んでいた脚を解いてソファの座面に引き上げて膝を抱える。へらへらと笑っていたその笑みが引っ込んで、ふっ、と表情がいつものぼおっとした無表情になった。

「どうした？」

　うつむく妹弟子のカオを覗き込んで、スティーグが訊くと、カオを上げないままぼそぼそと言った。

「……もう、ヴィオラと晩ごはん食べたり、お泊りとかできなくなるかなあ」

「さあな、確かにちょっと難しいかもな。でも、たまになら誘ってみてもいいんじゃないのか？　ノシュテット様さえ許してくれるんならさ」

「…………だって、あのヒト、ヴィオラのコトめっちゃ抱え込みそうだし。晩ごはんくらいはともかく、お泊りとかは許してくれなさそう。可能な限り毎日ヤりたいみたいだし」

「んん？　ナニをやりたいって？」

「だから、セックスだよ。ヴィオラが言ってた。一緒に暮らし始めてからほとんど毎日してるって。ヴィオラが昼間使った魔力を自分が回復させるんだってミョーな使命感を持ってるらしい。単純に毎日シたいってどスケベ根性を正当化させてる気しかないんだけども、本人は一応そう主張してるらしいよ」

「へ、へえー……」

　……それはおそらく、カーリンの主張が正しいだろう。それにしても、毎日ってスゴいな？

　スティーグは同じ男としてつい感心する。

　ノシュテット様は魔術師としてもかなり強いと聞く上、そもそも騎士は体力面から性欲も強いと聞く。その両面を持ち合わせたノシュテット様はそっちがとても強いというコトか？

　スティーグだって魔術師だから、魔力を持つ者としてその性欲の在り方は判っている。だがスティーグは自身をそれほど性欲が強いとは思っていない。だから毎日したいとまでは思わない。

　それは、愛する女を手に入れたかどうかという問題……なのだろうか。いや、違うと思うぞ？

　カーリンは、兄弟子の動揺を気にも留めず、続ける。

「ヴィオラ、めっちゃ綺麗だったしめっちゃ幸せそうだった。片想いを実らせて憧れの大好きなひとと結婚って、魔女にはなかなか難易度の高い夢だよねえ。別にあたしはそんなに結婚願望とかないけどさ、それでも思わず羨ましくなるくらいに幸せそうでさ。……なんか、ちょっと人肌が恋しくなっちゃった」

　こてん、と、カーリンが、隣に座るスティーグの肩にもたれてきた。

　どきん、とスティーグの心臓がひとつ鳴る。

　やっと判った。甘えにきたのか。

　この妹弟子は、あまり表情が表に出ない。無表情というのではなく、薄い笑顔で本当の気持ちを隠しているのだ。それでも、以前この友達のコトを語る彼女は珍しく笑顔で、ああ、その子のコトを気に入ってるんだなあと思っていた。

　その子が結婚したことで寂しくなったのか。酒が入って更に本音が出たというところか。だから、数少ない本音を吐ける相手に甘えにきたのだろう。

　それが自分のところだということにじんわりと嬉しさを感じるのは、彼女に妹弟子以上の想いをもっているからであることくらい自覚している。

　でも、スティーグは自分から動くことはしないと決めていた。

　三年前のあの日、我慢しきれず彼女の無垢な身体を蹂躙した。

　それが魔女にとってどういう意味を持つか知っていたのに、止められなかった。カーリンはすぐに諦めてスティーグを受け入れた。それが、彼女が自分を好いてくれていたからだなんて自惚れる気は無い。それくらい判っている。師匠にもぶん殴られた。

　やってしまった行為を、スティーグは後悔している。

　彼女の同意を得ずに強引にコトに及んでしまったことを悔いていた。

　カーリンは、無理を強いても受け入れるだろうことを、スティーグはなんとなく判っていた。だからその時はやらかしてしまったが、だからこそやってはいけないことだったと後で痛感した。

　カーリンはスティーグを拒否しない。今もこうやって平気で現れる。

　それは、自分に対して好意があるからではない。なんとも思っていないから来るのだ。

　兄弟子として、家族、身内としての好意はもちろんある。むしろあんなことをされてまだその好意が残っていることの方が不思議だと思うのだが、カーリンはまだ兄弟子として慕ってくれている。

　三年前のあの日、無理矢理組み敷くのではなく、ちゃんと好きだと告白し、抱きたいと請うたら、おそらくカーリンは苦笑しつつも、しょーがないなあ、などと言いながらうなずいてくれたかもしれないと今なら思う。以前からカーリンは自分の貞操をそれほど重要だと思っていない節があった。

　今だって、たぶんカーリンは、抱いていいかと聞いたらあっさりうなずくだろう。

　でもそれは好きだからではなく求められたからで、たまには自分も性欲の解消を、くらいにしか思っていないだろうと判ってしまう。……だからこそ、求められない。

　さすがに相手が誰でもということはないだろうが、それでも好きな人に抱いて欲しい、という熱い衝動からうなずくわけではないことは判る。それがスティーグには少し悲しい。

　でも、初めに間違ってしまったスティーグが愛を囁いても、カーリンは同じように流してしまいそうで。

　その上、返事は判っている。『うん、知ってる』……あっさりと、そう言うだろう。

　そして、きっと言うのだ。『でもあたしは惚れてない』と。

　そんな言葉を聞きたくなくて、だからスティーグは自分から手を伸ばすことはしまいと思っていた。

　あれから、何度かカーリンを抱いたが、ソレはカーリンがしたいと言ってきた時だけだ。

　同情ではない、と思っている。自分がしたいと思ったタイミングで求められただけだろう。

　……そして、今も、そうなのだろう。

　スティーグは、腕をまわしてカーリンのアタマを引き寄せた。カーリンが拒否することなくそのまま抱え込まれたことに安堵を覚えながら、しかしそれ以上をできない自分の臆病さを嗤う。

　この微妙な関係を、果たしていつまで甘受できるのだろうか。

　ずっとか。ずっと、一生、このままなのか。どちらかに好きな人ができるまで……ずっと？

　……それを、自分は耐えられるのか。






「…………ねえ、スティーグ」

「ん？」

「まだ、あたしのこと、好き？」

　ぼーっとした口調で、不意にカーリンが訊いた。スティーグは同じように力の抜けた声で応える。

「好きだよ」

「どれくらい？　恋人にしたいくらい？　結婚したいくらい？　それとも単にヤりたい相手として？」

「……どうしたんだ？　なんでそんなこと訊くの？」

「いいから答えて」

「傍にいてやりたい、傍にいて欲しいと思っていて欲しい、とは思ってる。結婚というかたちにこだわる気は無いけど、おまえが帰ってくる場所が俺のとこだけであって欲しいと思っている」

「……まどろっこしいな。はっきり言えよ」

「言えるか、バカ」

「許すから言え」

「言える立場かって言ってる」

「構わないから言えっつってんだよ」

　淡々と、しかし彼女にしては妙に絡む口調で言われて、スティーグはためらう。今更ナニを言わせたいのかと目を遣ると、何故だろう、意外なほどにじっと、しっかりと強い視線でこちらを見ているカーリンの瞳にかち合って思わず怯む。

　そしてしばらく躊躇った挙句に、その瞳の強さに負けて仕方なく口を開いた。






「好きだよ。デロデロのドロドロに甘やかしたベタ惚れの溺愛なんて重たい愛し方じゃないかもだけど、それでも他の男におまえを取られたくないと思ってるくらいにはおまえが大事だ。おまえが俺のコト男として好きじゃなくても、兄弟子として慕ってくれてるだけでもいい。それで、こうやっておまえが甘えにくる男が俺だけであればいいと思ってる。でも、俺がそれをおまえに言える立場じゃないとも思ってるから、それをおまえに望む気は無い。俺の一方的な好意で、おまえがそれに責任を感じる必要もない。おまえが俺を好きになってくれるのがもちろん一番嬉しいけど、それを望むほど恥知らずじゃない。……これでいいか？」






　おそらくは彼女も知っているであろうその本音を、スティーグは口にした。

　何故それをわざわざ言わせる、とすら思う。

　カーリンは良くも悪くもはっきりさっぱりざっくりな娘だ。良い意味で女性らしいねちっこさとかいやらしさみたいなところが無い。好きなら好き、嫌いなら嫌い。嫌ならすっぱり断る。そんな気性だ。

　たぶん仕事先が変人の巣窟と謂われる魔術庁でなければ一匹狼の変人扱いだっただろう。

　そういう意味では、他人の言動の裏の裏まで読まなければならないような貴族生活には向かないだろうから、こっち側にいて良かったと言える。

　これでどうだと開き直って言ったが、カーリンはお気に召さなかったらしい。眉間に皺が寄った。

「まだ長い。ひとことで言え、ひとことで。御託や言い訳は要らん。必要なトコだけ簡潔に」

「はあああ？」

　ちゃんと言えと？　それを望むのか？　よりによっておまえが？

　酔っ払い相手だ、そんなに真面目に答えなくたって、放っておけば勝手に寝るだろう。カーリンは大抵そのパターンだ。だが、何故か今日はなかなか寝る様子はない。どころかしっかり目が開いている。

　挑むような目つきにとうとう自棄っぱちな気分になって、スティーグは喚いた。






「愛してるし、恋人になって欲しいし、抱きたいよ！　でも言えるか、そんなコト！」






　言わない後悔より言って後悔。そんな気分で喚いた途端。

　いきなりくちづけられた。

　突然ナニが起こったと認識する前に離されて、その目の前の好きな女が、にっと笑っていた。

「言ってんじゃん」

「……おまえが言わせたんだろう」

「だってスティーグが言わないから」

　言わないからって、だから言える立場にないって言ってるだろうが、と内心で文句を言うが、視線は目の前の女から離せない。

　なんだろう、なんだか猫に狙われた小鳥の気分がこんなんではなかろうか、と九つも年上のはずの兄弟子は妹弟子に怖気づいた。






「なんか、めっちゃ幸せそーなヴィオラを見てたらさあ、あたしも誰かに愛されたくなっちゃったんだ。別にノシュテット様までいかなくていいからさ、スティーグ、その相手役、引き受けてくんない？」






　ええと、あの、それは、つまり。

「はい、返事は？」

「あ、はい」

「よし、じゃあ、改めて初夜と行こうか。はい、あたしをベッドまで連れてって」

「はい？」

「ナニよ、イヤだっての？」

「いや、あまりにも怒涛の展開にアタマがついてってない。あと、酒臭い女を抱くのかと」

「ああ？　文句言うかよ。しょーがねーなー。『癒し』」

　ふわんと魔術が発動し、カーリンの身体が一瞬光ると、酒精が抜けたらしい。

「コレで文句ない？　せっかく楽しい酒で酔ってたのにさー」

　その文句が本当なのか単なる照れ隠しなのかの判別がつかなくてスティーグが目を丸くすると、なんだかカーリンがふん、と余所を向いた。……コレは、照れ隠しだ。

　じわじわと嬉しさが込み上がる。つまり、自分は惚れた女を手に入れたというコトで良いだろうか？

　いやいや、そう断言するにはもうひとつだけ要素が足りないわけで。

「なあ、カーリン」

「んー？」

「相手役を引き受けるのは喜んでだけどさ」

「うん」

「おまえの気持ちはちゃんと聞いてないんだけど？」

　あ、バレた、とつぶやくのをスティーグは聞き逃さなかった。

　だが、へへ、と笑ってごまかそうとするカーリンの笑顔を見て、スティーグは溜息をひとつ落とす。

　ああ、コレは言う気ないな。ヒトには言わせといて、この女。

　仕方ない、こうやってはぐらかされるのもいつものコトだ。

　スティーグはカーリンを横抱きに抱き上げた。心得たカーリンがスティーグの頸に腕をまわす。






「満足させてくれたら言ったげるよ♪」

「言ったな？　男の純情を弄びやがってコイツは。覚悟しろよ」
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　ドレス姿の妹弟子を抱えた兄弟子は、寝室へと足を向けた。

　滅竜騎士様ほどではなくとも一晩がんばった結果、音を上げた妹弟子が半泣きで言った言葉にスティーグが満足するのは明日の朝。

　そして、二人でブラウンシチューを朝食に食べるのだ。







了



















番外編　　記念日












「ヴィオラ、今度の休みなんだが、二人で出掛けないか？」

　とある夜、ラーシュが妻に提案した。

「はい、もちろんいいですけど、どこか行きたいところがあるんですか？」

「ああ、久しぶりに菓子屋巡りをしないかと。しばらく行けていなかったしな」

「ああ、なるほど、判りました」

　意図が判って、ヴィオラはうなずいた。

　結婚してそろそろ三ヶ月が過ぎていた。ようやく貴族たちからヴィオラ姫への多種の誘いや結婚祝い攻勢も落ち着き、やっと元の静かな生活が戻りつつあった。

　そろそろ門番当番をしてくれているラーシュの部下の騎士たちにも元の仕事に戻ってもらえそうだと思っているところだが、何故か騎士たちの方がもう少しと延長を願い出ているらしいというのは、本当に以前に聞いた昼食問題のせいなのだろうかと首を傾げているところだが。

「行きたいお店ができたんですか？」

「ああ、行先は俺に任せてくれるか？」

「ええ、もちろん。元々ラーシュ様のためのお菓子屋さん巡りだったんですから」

　うなずくと、ラーシュはほっとしたように微笑んだ。










　次の休みは無事快晴だった。

　前日の帰りにラーシュが騎士団から小さめの馬車を借りてきてくれて、それに乗って二人で出掛けた。

　自宅で一台馬車を持っていれば楽なのだろうが、そうすると馬車用の馬を飼わなければならない。ヴィオラは馬を扱えないし、ラーシュが通勤に使っている馬は軍馬なので馬車を牽くのに使うのはしのびない。結局、必要と判っている時なら借りてくるのが手っ取り早かった。

　子供ができたり弟子を取ったりといったことがあれば、そして使用人でも雇うようなことがあれば、少しは考慮することもあるかもしれないが、現状ではそれで結構だった。

　城下まで行くと、馬車を騎士団に返してから街へ出た。

　ラーシュが以前にヴィオラにつくってもらった保冷ずだ袋を背負っての久しぶりの買い物だ。

　実は二人でこうして出掛けるのは結婚して以来初めてだ。ずっと出掛けられなかったから、結婚する前を思い出してとてもどきどきする。

「やっと一緒に出掛けられて嬉しい」

「ああ、俺もだ。ずっと出掛けようとすると邪魔が入ったからな。でも、今日はどうしても二人で出掛けたかったから」

　ラーシュが微笑んでヴィオラの手を握ってくれる。それだけでもう幸せなヴィオラは、嬉しくてカオが笑ってしまうのを我慢できない。

　そんな嫁が可愛くて仕方ないラーシュは、にやけてしまいそうになるカオを一生懸命引き締めながら、目的の場所へと歩き出した。

「どこへ行くんですか？」

「まずは西三番通りの『ピアジェ』だな」

「ああ！　そろそろ新作の時季ですもんね」

　最初に行った店は、繁華街の真ん中にある人気店で、ヴィオラも師匠も、そしてラーシュも気に入っている店だった。そして、ヴィオラとラーシュが初めて一緒に訪れた菓子屋であることもあって、ヴィオラの中ではちょっと特別な店という位置づけでもあった。

　店に入ると相変わらず甘い焼き菓子の香りに満ちていて、本当に幸せな気持ちになる。

「いらっしゃいませー。……あ！　滅竜騎士様!?」

　にこやかな店員の女性の声が途中からひっくり返った。いつも対応してくれる顔見知りの店員さんだが、とうとうこのたまに訪れるごつい男性が滅竜騎士だとバレてしまったらしい。ここしばらく二頭目の竜殲滅や姫君との結婚の話などでなにかと話題に上がっていたせいで、城下でも風貌が知れ渡ってしまっていたようだ。

　他の客がいなかったことを幸いに思いながら、ラーシュは苦笑した。

「久しぶりに寄らせてもらった」

「いえ！　光栄です！　……ということは、あの、そちらの方は、その、ヴィオラ姫様ですか？」

「ああ、妻だ」

「っっっっ!!　いらっしゃいませ！　今まで存じ上げなくて失礼致しました！」

　何度もラーシュと一緒に来ていた女性が姫君だったと気付いて慌てて畏まって頭を下げる店員をこちらも慌てて止める。こちらは普通にお菓子を買いに来たただの客であって、特別扱いをされたいわけではないし、畏まられるのもむしろ困る。お願いだからこれまで通り普通に対応して欲しいとお願いした。

　恐縮しつつ了承してくれた店員の女性が注文を聞くと、ヴィオラが選ぶ前にラーシュが注文を出した。

「マドレーヌ全種類を二つずつと、フィナンシェを一袋」

「え、それだけでいいんですか？　季節の新商品、出てますよ？」

「今日はいいんだ。また次の機会に」

　小首を傾げるヴィオラが訊くと、ラーシュは微笑んだ。

　店を出た二人は、次の店へ向かった。

　紙袋はラーシュが保冷ずだ袋に入れて持ち、もう片方の手はヴィオラの手を握る。正しいラブラブな新婚さんの姿だ。

　二軒目、三軒目も、初めて一緒に買い物に行った時に訪れた店だった。そして同じようなやり取りの上、恐縮しながらも初めて買ったものと同じものを頼んだ。

　四軒目もやはり同じ喫茶スペースのある店で、二人は同じように店内限定スイーツを食べた。
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　季節限定を謳っていたそのパルフェは、以前食べた時と少しだけあしらわれていたフルーツの種類が違っていたが概ね同じもので、フルーツもオレンジのババロアも角切りのスポンジも生クリームも全部が美味しかった。あっという間に高速で一つを食べ終わったラーシュは、前と同じようにヴィオラに提案した。

「もう一つずつ頼まないか？」

「もちろんです。お姉さーん、あと二つこのパルフェください！」

　追加が運ばれると、美味しくそれを堪能した。本当にここのパルフェは美味しい。

　心もおなかも幸せで、ヴィオラはとても満足だ。

　一緒に頼んだ紅茶を味わい、ついでに更に以前は師匠の手土産にと買ったケーキを二つ買うと、二人は店を出た。

　その頃には既に夕方が近付いていて、晩ごはんはナニが食べたいですかと訊いたヴィオラに、本当は食べて帰ればヴィオラが楽だろうが荷物が増えたことで店に入り辛くなったことだし、とラーシュが持ち帰りの料理を買うことを提案した。そこにヴィオラが足りないもの買っていいですかと更に荷物を増やしたので、結局再び借りた騎士団の馬車で帰った。やはり馬車だと荷物が増えても平気なのがとてもありがたい。

　家に戻ると、ヴィオラはケーキやお菓子を保冷庫にしまってから、居間にいるラーシュの元に行った。

　ラーシュは居間でソファに座って妻を待っていた。

「ラーシュ様、今日はお出掛けに連れて行ってくださってありがとうございました」

「ああ、楽しんでくれたか？」

「はい、もちろん」

　うなずいてから、ヴィオラはラーシュの隣に座った。

「覚えていてくださってたなんて思いませんでした」

「もちろん覚えてたさ、と言いたいところだが、実は少し前に気付いたんだ。間違ってなくて良かった」

　正直に言って笑ってから、ラーシュはヴィオラの肩を抱いた。






「初めてきみとデートをした日だからね」






　一年前の今日は、ヴィオラとラーシュが初めて二人で菓子屋巡りをした日だった。

　もちろんヴィオラは覚えていたが、ラーシュが覚えていたなんて思わなくて、さすがに驚いた。

「初めは、ただの偶然だと思ってたんです。でも、ピアジェで新作を買わずにマドレーヌを買った時、あれって思って。そしたら二軒目でも三軒目でもあの時と同じものを買ったから、もしかしてって。そしたら最後にパルフェを食べたから間違いないって。びっくりしました」

「驚かせられたなら良かった」

　笑ったラーシュは満足そうだった。

「いろいろ考えたんだが、これが一番おもしろいかなと思ってね。それに、久しぶりにきみと菓子屋に出掛けたかったのも本当だし」

「はい、嬉しかったです」

　本当に嬉しそうに笑って、ヴィオラはラーシュに甘えるように凭れた。

「一年前の今頃は寮に戻って買って帰った菓子を見て喜んでいたくらいだったかな」

「私も、買っていただいたケーキを師匠に見せびらかして、晩ごはんのあとのデザートですからね！　なんて言ってた頃だったんじゃないかと思います」

　笑いあった二人は、どちらからともなくちゅっとくちづけあった。

「それからたった一年で、こんな関係になるなんて思ってもみなかったな」

「ホントに、夢みたいです」

　ふふふっ、と笑ってヴィオラが懐くと、ラーシュがヴィオラの髪を撫でながら笑う。

「夢じゃ困るな。こんなにきみのコトを愛していてもう俺の妻だと信じていたのに、実は今までの一年が全部夢だったら、さすがに俺も落ち込みそうだ」

「落ち込みます？」

「ああ、落ち込むな。で、一人が耐えられなくなって、その足できみの元に走って、愛している、俺と結婚して欲しいと申し込む」

「うわあ、そんなコトされたら、私その場で気絶しそう」

「驚いて？　嬉しくて？」

「それはもちろん両方です」

　ヴィオラが笑いつつも夫の言葉に頬を染めると、ラーシュは自分でも笑う。

「でも、いきなり過ぎてエルヴィーラ殿にどつかれそうだが」

「あああー、やりそう。あ、でも、この時点だったら私、もうその頃はラーシュ様のこと好きでしたし師匠にもそれはバレてたから、案外普通にあらそうなのとか言われて認めてもらえているかも。で、その上でからかい倒されると」

「からかわれるというのはものすごく目に浮かぶな」

　ラーシュが苦笑するのは、過去散々エルヴィーラにおもちゃにされたことを思い出したからか。

「あ、でも」

　ふとヴィオラがつぶやいた。

「この時点でラーシュ様が私のことを好きになってくださっていたら、あの後の何ヶ月かご一緒した買い物で見たいろんなラーシュ様を見られないことになっちゃいます。片想いの時間が短くなるのは嬉しいけど、ラーシュ様が私を友人として扱ってくださっていたからこそ見られたいろんな言葉や表情や楽しかった思い出がなくなっちゃうのは残念すぎるので、やっぱり今のままがいいです」

「……そんなに変わったコトをした覚えは無いが」

「その、変わったコトをしてない普段のラーシュ様が見られたことがとても嬉しかったんです。騎士としてカッコよくお仕事をされていたラーシュ様とはまた違った、普通の男の人のラーシュ様が見られるなんて、片想いの女の子からしたらとても貴重で大切な時間だったんですよ？」

「……良く判らないが、そういうものか。なにやら照れくさいな」

　にこにこと笑うヴィオラの笑顔が妙に気恥ずかしくてラーシュは苦笑する。

「そういうものです。伝言鳥の行先を教えていただけただけで嬉しすぎて舞い上がってたなんて、ラーシュ様には想像もつかないでしょうけど」

「すまない」

　素直に白旗を上げてから、ああ、でも、とラーシュはふと思い出したように視線を巡らせた。

「だが、そういえば、きみからの伝言鳥を受け取った時にたまたま部下が傍にいて、ピンクの鳥だったことで、女の子からですか、副長にもそんな子がいたんですか、羨ましいですとかえらく騒がれたことがあったな。それまではまるで自覚が無かったが、そういえばあの時、俺は初めて女性から私用の手紙というものをもらっているのかと妙にくすぐったい思いをしたことを思い出したよ」

「あはは、そんなことが。あの頃、本当にラーシュ様からの伝言鳥をなんとか残せないものかとものすごく悩んだものでしたけど」

「え、だが、別にたいしたことは書いてなかっただろう？　待ち合わせの日付と時間とかその程度で」

「ラーシュ様ったら判ってない！　それでも好きな人からいただいたものならなんでも残しておきたいものなんですよ、女の子は。全部、大切な思い出ですから」

「そうなのか」

「そうですよ。私の場合は特に、こんなふうに一緒にいられるようになるなんて夢にも思ってなかったから、もし残せたならもう一生の宝物にするのにって毎回半泣きで手紙が消えるのを見送ってましたもん。残せる伝言鳥の研究をするべきかって真面目に師匠に相談してたくらいでしたし。めちゃくちゃ笑われましたけど」

「すまないな、朴念仁で」

　言いながら、ラーシュはカオがどんどんニヤけていくのを止められない。それが気恥ずかしくて口元を隠してしまうと、それを見咎めてヴィオラが訊いた。

「……なんでそんなに笑ってるんですか？」

「俺の嫁が可愛すぎる。コレが最近言うところの萌え殺されるってヤツか。めちゃくちゃ可愛くてたまらない」

「はい!?」

　突然言われたコトに驚いて、まるで自覚のない嫁は目を丸くする。

「その頃は知らなかった俺に対するきみの可愛い恋心をそんなに一生懸命いくつも直接聞かされて、嬉しくないわけがないだろう？　可愛すぎてたまらない。まさにどうしてくれようって気分だ」

　言われてやっと気が付いた。思い出話ついでにいくつも語ってしまったが、考えてみればそれは、いかに自分がその頃からラーシュのコトを大好きだったかを暴露しているようなものだ。

　自覚した途端ぶわっと真っ赤に染まったヴィオラが慌ててナニか言い訳をと、無駄な足掻きをしようとした途端、ラーシュはヴィオラの身体を抱き込んだ。逃がすわけがない。

「その頃からきみはそんなに俺のコトを好きでいてくれたのに、気付かなくて本当にすまない。詫びでもないが、その分これからしっかりときみのことを愛して大切にするから勘弁な」

　言いながら、なんでしょう、その色気だだ洩れな視線は。

　ヴィオラは知っている。こういう目をして寄ってくるラーシュが次に出る行動など、同居を始めて数ヶ月、いい加減身に染みている。つい及び腰になったヴィオラが、え、あ、とか呻いた挙句、ふと気付いて言った。

「あ、あの、ラーシュさま、そうだ、晩ごはん！　夕食まだですよ！」

「さすがにまだ腹は減っていないだろう？　食前に少し運動して腹を減らそうか」

　確かにさっき食べたパルフェのせいで空腹は感じていない、いないが、でも、ね？






「せっかくの初デートの記念日だ。そんなに俺を好きになってくれたきみにたくさんの幸せを味合わせたい。いいだろう？」






　……大好きなひとにそんなふうに微笑まれて、断れるわけがない。

「……夕食のはずが朝食になるのはダメですよ？」

「ああ、ちゃんと食事もして、その後も楽しもうな？」

　……そーいうコトを言っているわけではないのですが。

　それでも。






「お手柔らかにお願いしますね？」

「ああ、しっかり可愛がろう」






　微妙に意見をずらされながらも、それから新婚の二人は甘い記念日を過ごしたのだった。

　夕食がちゃんと夕食と言える時間のうちに食べられたかは、二人のみぞ知る、なのだが。
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